
第
三
国
開
発
で
協
力

雄
（
７
７
）、
薬
学
・
生
化

学
・
薬
学
教
育
の
宇
井
理

生
（
８
５
）、
哲
学
・
宗
教

哲
学
・
国
際
貢
献
の
上
田

閑
照
（
９
２
）、
商
法
学
の

江
頭
憲
治
郎
（
７
１
）、
能

楽
の
大
槻
文
蔵
（
７
６
）、

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

北
川
フ
ラ
ム
（
７
２
）、
フ

ラ
ン
ス
文
学
の
塩
川
徹
也

（
７
３
）、
分
子
認
識
化
学
・

集
積
機
能
化
学
の
新
海
征
治

（
７
４
）、
小
説
の
高
樹
の

ぶ
子
（
７
２
）、
文
化
振
興

（
企
業
メ
セ
ナ
）
の
福
原
義

春
（
８
７
）、
食
文
化
の
村

田
吉
弘
（
６
６
）、
文
化
振

興
（
食
文
化
）
の
茂
木
友
三

郎
（
８
３
）、
細
胞
生
物
学

の
森
和
俊
（
６
０
）、
有
機

合
成
化
学
の
山
本
尚（
７
５
）

の
各
氏
。

　
【
北
京
共
同
＝
鳥
成
慎
太
郎
】
安
倍
晋
三
首
相
は
２
６
日
夕
（
日
本
時
間
同
）、
中
国
・
北
京
の
釣
魚
台
迎
賓
館
で

習
近
平
国
家
主
席
と
の
首
脳
会
談
を
行
い
「
新
た
な
時
代
」
の
日
中
関
係
を
構
築
す
る
方
針
で
一
致
し
た
。
信
頼
関

係
強
化
へ
来
年
の
訪
日
を
要
請
し
、
習
氏
は
「
真
剣
に
検
討
し
た
い
」
と
答
え
た
。
第
三
国
で
の
イ
ン
フ
ラ
開
発
協

力
や
北
朝
鮮
の
非
核
化
に
向
け
た
連
携
で
一
致
。
首
相
は
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
中
国
船
の
領
海
侵
入
を
踏

ま
え
、
状
況
の
改
善
を
求
め
た
。
両
首
脳
は
意
思
疎
通
を
強
化
し
、
不
測
の
事
態
を
回
避
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

首
相
、
習
主
席
と
一
致

左
衛
門
（
７
４
）、
大
衆
音

楽
・
音
楽
著
作
権
の
都
倉
俊

一
（
７
０
）
の
４
氏
ら
２
０

人
を
選
ん
だ
。

　

文
化
勲
章
の
親
授
式
は

１
１
月
３
日
に
皇
居
で
、
文

化
功
労
者
の
顕
彰
式
は
同
５

日
に
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
る
。

　

文
化
功
労
者
は
ほ
か

に
、
作
曲
の
池
辺
晋
一
郎

（
７
５
）、
書
の
井
茂
圭
洞

（
８
２
）、
建
築
の
伊
東
豊

　
【
共
同
】
政
府
は
２
６
日
、

２
０
１
８
年
度
の
文
化
勲
章

を
、
劇
作
・
評
論
の
山
崎
正

和
（
８
４
）、
作
曲
の
一
柳

慧
（
８
５
）、
陶
芸
の
今
井

政
之
（
８
７
）、
租
税
法
学

の
金
子
宏
（
８
７
）、
情
報

工
学
の
長
尾
真
（
８
２
）
の

５
氏
に
贈
る
こ
と
を
決
め

た
。文
化
功
労
者
に
は
小
説
・

随
筆
の
阿
刀
田
高
（
８
３
）、

ス
ポ
ー
ツ
の
笠
谷
幸
生

（
７
５
）、
歌
舞
伎
の
片
岡
仁

功
労
者
に
阿
刀
田
氏
や
笠
谷
氏

日中、新時代の関係構築作
曲
一
柳
氏
、
陶
芸
今
井
氏
も

劇
作
の
山
崎
氏
ら
に
文
化
勲
章

辺
野
古
賛
否
、
県
民
投
票
へ

沖
縄
条
例
可
決
、
来
春
ま
で
に

立
す
る
中
、
市
民
グ
ル
ー
プ

「『
辺
野
古
』県
民
投
票
の
会
」

が
５
月
、
県
民
の
意
思
に
基

づ
き
可
否
を
適
切
に
判
断
す

る
た
め
に
は
、
県
民
投
票
が

最
も
効
果
的
だ
と
し
て
署
名

集
め
を
開
始
。
９
月
、
必
要

数
の
約
２
万
３
千
を
大
幅
に

上
回
る
約
９
万
３
千
人
分
を

集
め
て
直
接
請
求
し
た
。

　

県
民
投
票
の
実
施
に
は
投

開
票
な
ど
の
事
務
を
担
う
県

内
４
１
市
町
村
の
協
力
が
必

要
と
な
る
。
回
答
を
保
留
し

て
い
る
石
垣
市
の
市
議
会
は

今
月
１
７
日
に
「
一
定
の
政

治
的
主
義
主
張
を
、
公
費
を

使
っ
て
訴
え
る
手
段
に
な
っ

て
い
る
」
な
ど
と
し
て
、
条

例
に
反
対
す
る
意
見
書
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
て
い
る
。

信
長
ゆ
か
り
高

級
柿
５
４
万
円

岐
阜
の
「
天
下
富
舞
」

安
堵
や
期
待
、
反
発
も

再
稼
働
に
地
元
や
市
民
団
体

　
【
共
同
】
高
円
宮
家
の
三

女
絢
子
さ
ま
（
２
８
）
が

２
６
日
午
前
、
歴
代
天
皇
や

皇
族
の
霊
、
神
々
ら
を
祭
る

皇
居
の
宮
中
三
殿
を
参
拝

し
、
日
本
郵
船
社
員
の
守
谷

慧
さ
ん
（
３
２
）
と
２
９
日

に
結
婚
し
て
皇
室
を
離
れ
る

こ
と
を
報
告
す
る
「
賢
所
皇

霊
殿
神
殿
に
謁
す
る
の
儀
」

に
臨
ま
れ
た
。
午
後
に
は
、

皇
居
・
宮
殿
「
松
の
間
」
で
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
感
謝

会談を前に握手する安倍首相（左）と中国の習近平国家主
席＝２６日、北京の釣魚台迎賓館（代表撮影・共同）

絢
子
さ
ま
、
宮
中
三
殿
を
参
拝

結
婚
控
え
両
陛
下
に
お
別
れ
も

原発廃止を訴え、四国電力本店に向けて行
進する人たち＝２６日夜、高松市（共同）

決
、
成
立
し
た
。
条
例
は
公

布
か
ら
６
カ
月
以
内
の
投
票

を
定
め
て
お
り
、
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
が
来
春
ま
で
の
具

体
的
な
実
施
時
期
を
決
め

る
。
た
だ
、
県
内
の
６
市
が

選
挙
事
務
の
協
力
に
つ
い
て

回
答
を
保
留
し
て
お
り
、
全

自
治
体
で
実
施
で
き
る
か
は

不
透
明
だ
。

　

８
月
に
死
去
し
た
翁
長
雄

志
前
知
事
が
辺
野
古
移
設
を

進
め
る
政
府
と
激
し
く
対

日
中
戦
争
を
念
頭
に
「
中
国

人
民
が
大
き
な
民
族
的
な
災

難
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
人
民

も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
」

と
も
指
摘
し
た
。

　

２
０
１
２
年
の
尖
閣
国
有

化
で
悪
化
し
た
日
中
関
係

は
、
平
和
友
好
条
約
４
０
周

年
を
機
に
「
新
時
代
」
を
掲

げ
る
ま
で
改
善
。
た
だ
棚
上

げ
の
課
題
も
あ
り
、
安
定
的

に
発
展
す
る
か
は
見
通
せ
な

　

首
脳
会
談
で
安
倍
首
相
は

「
競
争
か
ら
協
調
へ
」「
脅
威

で
な
く
協
力
の
パ
ー
ト
ナ
ー

に
」「
自
由
で
公
正
な
貿
易

の
推
進
」
と
三
つ
の
新
原
則

を
提
案
。「
世
界
の
平
和
と

安
定
の
た 

め
、
力
を
合
わ
せ

て
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

強
調
し
た
。
習
氏
は
「
両
国

関
係
は
正
し
い
軌
道
に
戻

り
、
前
向
き
な
勢
い
を
見
せ

て
い
る
」
と
応
じ
た
。
だ
が

の
気
持
ち
を
伝
え
、
お
別
れ

の
あ
い
さ
つ
を
す
る
「
朝
見

の
儀
」
も
行
わ
れ
た
。

　

絢
子
さ
ま
は
、
髪
を
後
ろ

で
束
ね
た「
お
す
べ
ら
か
し
」

の
髪
形
に
、
古
式
ゆ
か
し
い

小
袿
と
長
袴
姿
。
母
の
高
円

宮
妃
久
子
さ
ま
や
長
女
承
子

さ
ま
（
３
２
）
ら
皇
族
、
次

女
千
家
典
子
さ
ん
（
３
０
）

ら
旧
皇
族
が
参
列
す
る
中
、

皇
室
の
祖
神
と
さ
れ
る
天
照

大
神
を
祭
る
賢
所
で
拝
礼
し

た
。
続
い
て
歴
代
天
皇
ら
を

祭
る
皇
霊
殿
、
八
百
万
神
を

祭
る
神
殿
を
参
拝
し
た
。

　

こ
の
装
束
は
典
子
さ
ん
も

２
０
１
４
年
の
結
婚
時
に
使

　

地
方
自
治
法
は
条
例
制
定

に
際
し
、
市
町
村
長
と
協
議

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

が
、
協
力
し
な
い
自
治
体
が

出
れ
ば
、
全
て
の
自
治
体
で

の
実
施
が
見
通
せ
な
く
な

る
。

　

条
例
は
、
辺
野
古
移
設
に

つ
い
て
投
票
で
「
賛
成
」「
反

対
」
の
２
択
で
問
う
内
容
。

県
政
野
党
の
自
民
と
中
立
の

公
明
の
両
党
は
「
や
む
を
得

な
い
」「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」
の
項
目
を
追
加
す
る

修
正
案
を
提
出
し
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

い
。

　

両
首
脳
は
９
月
の
ロ
シ

ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
続

く
会
談
。
日
本
側
は
来
年
６

月
に
大
阪
で
開
く
２
０
カ

国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
首
脳

会
合
に
合
わ
せ
て
習
氏
を
招

き
た
い
考
え
だ
。

　

首
相
は
中
国
へ
の
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
終
了
を

踏
ま
え
「
開
発
分
野
や
地

球
規
模
の
課
題
へ
協
力
し
た

い
」
と
伝
え
た
。
習
主
席
は

「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
貢
献
を
高
く
評

価
す
る
」
と
述
べ
、
第
三
国

に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
へ

の
協
力
を
確
認
し
た
。

　

首
相
は
こ
れ
に
先
立
つ
李

克
強
首
相
と
の
会
談
で
、
通

貨
交
換
協
定
の
再
開
や
、
先

端
技
術
と
知
的
財
産
権
保
護

の
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
力

業
者
が
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
声
を
落
と
し
た
。

同
町
の
自
営
業
長
生
博
行
さ

ん
（
５
１
）
は
「
原
発
事
故

が
起
き
た
際
の
不
安
を
住
民

が
抱
え
た
ま
ま
再
稼
働
す
る

の
は
時
期
尚
早
だ
」
と
批
判

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
脱
原
発
を
訴

え
る
香
川
県
の
市
民
団
体
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
再
稼
働
中
止

を
求
め
る
署
名
を
、
四
国
電

の
佐
伯
勇
人
社
長
に
宛
て
て

同
社
本
店
（
高
松
市
）
に
提

出
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
高
松

市
の
会
社
員
名
出
真
一
さ
ん

は
「
福
島
の
事
故
を
思
い
起

こ
し
て
。
経
済
性
で
片
の
付

く
話
で
は
な
い
」と
訴
え
た
。

午
後
６
時
半
ご
ろ
高
松
駅
前

に
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、

「
原
発
廃
止
」
な
ど
と
書
い

た
ち
ょ
う
ち
ん
や
の
ぼ
り
を

野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
独

創
的
な
研
究
成
果
を
生
み
出

し
、
そ
の
実
用
化
に
多
大
な

貢
献
を
果
た
し
た
。

　

文
化
勲
章
の
金
子
氏
と
長

尾
氏
、
文
化
功
労
者
の
北
川

氏
や
新
海
氏
、
都
倉
氏
、
福

原
氏
、
茂
木
氏
は
各
分
野
で

の
初
選
出
と
な
る
。

　

文
化
勲
章
は
そ
の
年
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
贈
ら

れ
る
の
が
慣
例
だ
が
、
医
学

生
理
学
賞
受
賞
が
決
ま
っ
た

本
庶
佑
氏
（
７
６
）
は
１
３

年
度
に
文
化
勲
章
を
贈
ら
れ

て
い
た
。
文
化
功
労
者
は
、

生
活
文
化
や
メ
デ
ィ
ア
芸
術

な
ど
の
新
た
な
分
野
に
目
を

向
け
る
目
的
も
あ
り
、
対
象

者
が
１
５
人
か
ら
２
０
人
に

増
え
た
。

対
話
」
設
立
に
合
意
。
東
シ

ナ
海
ガ
ス
田
の
日
中
共
同
開

発
に
関
す
る
０
８
年
合
意
を

完
全
に
堅
持
し
、
早
期
の
交

渉
再
開
を
目
指
す
と
確
認
し

た
。「
海
上
捜
索
・
救
助
協

定
」
の
締
結
や
「
海
空
連
絡

メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
の
早
期
開
設
方
針
で
一

致
。
海
上
自
衛
隊
と
中
国
海

　

山
崎
氏
は
劇
作
家
と
し
て

独
自
の
視
点
に
よ
る
作
品
を

次
々
と
発
表
し
、
評
論
家
と

し
て
も
多
様
か
つ
優
れ
た
見

識
を
示
し
続
け
た
。
一
柳
氏

は
精
力
的
な
創
作
活
動
で
長

年
に
わ
た
り
作
曲
界
に
刺
激

を
与
え
、
現
代
音
楽
の
振
興

や
音
楽
界
の
発
展
に
貢
献
し

た
。
今
井
氏
は
技
術
的
に
難

し
い
と
さ
れ
る
象
眼
技
法
を

広
い
面
に
展
開
す
る
面
象
眼

に
発
展
さ
せ
、
陶
芸
に
新
し

い
可
能
性
を
切
り
開
い
た
。

　

金
子
氏
は
課
税
要
件
の
理

論
的
解
明
と
い
う
課
題
に
初

め
て
取
り
組
み
、
租
税
法
学

の
基
礎
を
築
い
た
。
長
尾
氏

は
特
に
知
的
情
報
処
理
の
分

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た

２
６
日
、
地
元
住
民
か
ら
は

安
堵
や
期
待
の
声
が
上
が
っ

た
。
一
方
、
東
京
電
力
福
島

第
１
原
発
事
故
か
ら
約
７
年

半
と
な
る
中
、
市
民
団
体
が

事
故
の
教
訓
を
生
か
す
よ
う

訴
え
反
発
し
た
。

　
「
稼
働
す
る
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
」。
伊
方
町
で
宿

泊
業
を
営
む
７
０
代
男
性
は

再
稼
働
を
歓
迎
。
た
だ
、
町

の
に
ぎ
わ
い
が
徐
々
に
失
わ

れ
て
い
る
と
し
て
、「
お
客

さ
ん
と
し
て
来
て
く
れ
る
の

は
原
発
関
連
の
社
員
ら
が
ほ

と
ん
ど
。
観
光
目
的
で
泊

ま
っ
て
く
れ
る
人
は
全
く
い

な
い
。
今
後
、
廃
業
す
る
同

米軍普天間飛行場の辺
野古移設の賛否を問う
県民投票条例が成立し、
記者団の取材に応じる
市民グループ「『辺野古』
県民投票の会」の元山
仁士郎代表＝２６日午
前、沖縄県議会（共同）

「
賢
所
皇
霊
殿
神
殿
に
謁
す
る
の
儀
」
に
臨
ま
れ
る
高
円

宮
家
の
三
女
絢
子
さ
ま
＝
２
６
日
午
前
、
皇
居
・
宮
中

三
殿
（
宮
内
庁
提
供
）（
共
同
）

　
【
共
同
】
岐
阜
県
が
開
発

し
た
糖
度
の
高
い
高
級
柿

「
天
下
富
舞
」
の
初
競
り
が

２
６
日
、
名
古
屋
市
中
央
卸

売
市
場
北
部
市
場
（
愛
知
県

豊
山
町
）
で
行
わ
れ
、
最
高

　
【
共
同
】
九
州
工
業
大
（
北

九
州
市
）
は
２
６
日
、
携
帯

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
使
っ

て
介
護
士
の
行
動
を
分
類

し
、
介
護
記
録
を
自
動
的
に

作
成
す
る
技
術
を
開
発
し
た

と
発
表
し
た
。
サ
ン
プ
ル
調

査
し
た
事
業
所
で
は
、
記
録

作
成
は
業
務
全
体
の
約
１
割

の
５
０
分
超
を
占
め
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ

を
２
０
分
程
度
に
短
縮
で
き

る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
自
動
作
成
し
た

記
録
を
基
に
、
介
護
利
用
者

の
排
せ
つ
な
ど
の
大
ま
か

な
行
動
を
予
測
す
る
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て

お
り
、
介
護
士
の
仕
事
の
効

率
化
が
可
能
に
な
る
と
い

う
。
介
護
現
場
の
人
手
不
足

の
解
消
や
コ
ス
ト
削
減
が
狙

い
で
、
今
後
は
同
大
関
係
の

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
連
携
し

３
年
以
内
の
商
用
化
を
目
指

す
。

　

介
護
士
が
一
定
の
作
業
を

す
る
と
、
携
帯
す
る
ス
マ
ホ

な
ど
の
加
速
度
セ
ン
サ
ー
が

行
動
を
検
知
。
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
基
に
「
夜
間
利
用
者
ケ

ア
」「
リ
ハ
ビ
リ
」「
排
せ
つ

ケ
ア
」
な
ど
の
２
８
項
目
に

自
動
分
類
す
る
。
専
用
ア
プ

リ
を
使
い
手
動
で
一
定
程
度

の
修
正
が
必
要
と
い
う
。

　

こ
の
介
護
記
録
を
基
に
、

利
用
者
の
夜
間
対
応
や
排
せ

つ
ケ
ア
な
ど
を
実
施
す
る
時

刻
を
８
０
％
以
上
の
精
度
で

予
測
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

井
上
創
造
准
教
授
は
記
者

会
見
で
「
技
術
の
精
度
に
問

題
は
な
い
」
と
強
調
し
た
上

で
、
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
の
問
題
を
解
決
し

商
用
化
し
た
い
と
の
考
え
を

示
し
た
。

２
個
５
４
万
円
で
競
り
落
と

さ
れ
た
高
級
柿「
天
下
富
舞
」

の
「
天
下
人
」
＝
２
６
日
午

前
、愛
知
県
豊
山
町
（
共
同
）

　
【
共
同
】
米
軍
普
天
間
飛

行
場
（
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）

の
名
護
市
辺
野
古
移
設
の
賛

否
を
問
う
沖
縄
県
民
投
票
条

例
が
２
６
日
、
県
議
会
で
県

政
与
党
の
賛
成
多
数
で
可

　
【
共
同
】「
稼
働
で
町
は
活

性
化
す
る
」「
安
全
に
暮
ら

す
の
は
私
た
ち
の
権
利
」。

四
国
電
力
が
伊
方
原
発
３
号

機
（
愛
媛
県
伊
方
町
）
を

２
７
日
未
明
に
再
稼
働
さ
せ

軍
の
艦
艇
や
防
衛
閣
僚
の
相

互
訪
問
へ
の
検
討
開
始
を
申

し
合
わ
せ
た
。

　

安
倍
首
相
は
中
国
の
対
ウ

イ
グ
ル
族
政
策
を
念
頭
に

「
国
際
社
会
が
人
権
状
況
を

注
視
し
て
い
る
」
と
伝
達
。

中
国
の
自
国
企
業
へ
の
補
助

金
が
市
場
を
ゆ
が
め
か
ね
な

い
と
の
懸
念
も
示
し
た
。
両

首
相
は
来
年
、
中
国
で
日
中

韓
首
脳
会
談
を
開
催
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

等
級
の
柿
が
昨
年
と
同
額
の

２
個
５
４
万
円
で
競
り
落
と

さ
れ
た
。
出
荷
は
３
年
目
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
岐
阜
に
よ
る

と
、
天
下
富
舞
は
ナ
シ
の

よ
う
に
さ
く
さ
く
と
し
た

食
感
と
高
い
糖
度
が
特
長
。

「
天
下
人
」「
大
将
」「
武
士
」

の
三
つ
の
等
級
に
格
付
け

さ
れ
、
最
高
級
の
「
天
下

人
」
は
糖
度
が
２
５
度
超
、

３
０
０
グ
ラ
ム
以
上
が
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
岐
阜
ゆ
か

り
の
織
田
信
長
が
朱
印
に

使
っ
た
印
文
「
天
下
布
武
」

か
ら
命
名
さ
れ
た
。

　

競
り
落
と
さ
れ
た
柿
は
松

坂
屋
名
古
屋
店
の
果
物
店
に

並
ぶ
と
い
う
。
１
１
月
初

旬
ま
で
に
約
２
千
個
の
出
荷

を
見
込
み
、
中
部
地
方
を
中

心
に
百
貨
店
な
ど
で
販
売
す

介
護
記
録
を

自
動
作
成

九
工
大
、
負
担
軽
減
へ
開
発

掲
げ
た
。

　

そ
の
後
、小
雨
の
降
る
中
、

「
命
を
守
れ
」
と
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
、
四
国
電

本
店
前
ま
で
行
進
。
参
加
し

た
香
川
県
三
木
町
の
農
業
溝

渕
裕
子
さ
ん（
４
６
）は「
何

か
起
き
た
と
き
に
想
定
外
と

言
わ
れ
責
任
逃
れ
さ
れ
る
の

が
怖
い
」
と
心
配
そ
う
に
話

し
た
。

用
。
２
９
日
の
明
治
神
宮
で

の
結
婚
式
で
も
着
用
す
る
。

　

朝
見
の
儀
で
は
、
ロ
ー
ブ

デ
コ
ル
テ
に
勲
章
、
テ
ィ
ア

ラ
を
着
け
た
正
装
姿
の
絢
子

さ
ま
が
、
陛
下
と
皇
后
さ
ま

に
「
長
い
間
、
深
い
ご
慈
愛

を
持
っ
て
お
導
き
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
謹
ん
で
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
陛
下
は
「
２
人
で
愛
を

育
み
、
よ
い
家
庭
を
築
い
て

い
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

２
人
の
末
永
い
幸
福
を
祈
り

ま
す
」
と
祝
福
し
、
皇
后
さ

ま
は
「
お
二
人
の
ご
健
康
と

幾
久
し
い
お
幸
せ
を
祈
り
ま

す
」
と
語
り
掛
け
た
。

　

絢
子
さ
ま
と
両
陛
下
は
別

れ
の
杯
を
交
わ
し
、
宮
中
伝

統
の
お
祝
い
御
膳
に
は
し
を

立
て
る
所
作
を
し
た
。

る
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
岐
阜
の
担
当
者

は「
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

よ
い
柿
が
作
れ
た
。
岐
阜
が

誇
る
ブ
ラ
ン
ド
柿
を
ぜ
ひ
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。
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依
然
と
し
て
１
２
％
Ｐ
の
差

は
、「
台
湾
問
題
は
中
国
政

府
、
国
民
に
と
っ
て
極
め
て

繊
細
な
問
題
。
中
国
の
主
権

に
関
わ
る
」
と
し
た
。
中
国

は
台
湾
を
自
国
領
土
の
一
部

と
主
張
し
て
い
る
。

　

ク
氏
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
台
湾
を
訪
問
し
た
事
は
決

し
て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
大
統
領
に
当
選
し
た
場

合
に
深
刻
な
問
題
と
な
る
と

は
考
え
て
お
ら
ず
、「
伯
国
新

政
権
が
こ
れ
ま
で
の
中
伯
協

力
関
係
を
踏
襲
し
、
両
国
民

の
利
益
が
保
た
れ
る
事
を
望

む
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
候
補
の
協
力

者
、
米
国
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
マ
ル
コ
ス・
ト
ロ
イ
教
授
は
、

「
台
湾
訪
問
は
大
事
に
は
な

ら
な
い
。
伯
国
が
部
門
限
定

で
、
国
外
資
本
参
入
規
制
を

行
っ
て
も
、
中
国
側
の
理
解

は
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
語

る
。
伯
国
国
際
セ
ン
タ
ー
所

属
で
、
伯
中
問
題
研
究
院
の

所
長
を
務
め
る
ア
ナ
・
ジ
ャ

グ
ア
リ
ベ
氏
も
、「
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
候
補
、
ハ
ダ
ジ
候
補
ど
ち

ら
が
当
選
し
て
も
、
伯
中
関

　

２
８
日
の
決
選
投
票
目
前
の
大
統
領
選
や
知
事
選
の
世
論
調
査
の
結
果
を
、
ダ
ッ

タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
が
２
５
日
に
発
表
し
た
。
大
統
領
選
で
は
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
が
有
効
票
の
５
６
％
の
支
持
を
得
、
リ
ー
ド

し
た
ま
ま
で
決
選
投
票
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
、
２
６
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

が
報
じ
て
い
る
。

で
は
な
く
、
全
国
的
な
も
の

で
、
平
均
的
に
２
〜
３
ポ
イ

ン
ト
ほ
ど
落
ち
て
い
る
。

　

だ
が
、
白
票
・
無
効
票
の

８
％
、「
わ
か
ら
な
い
」
の

６
％
を
除
い
た
有
効
票
だ
け

を
集
計
す
る
と
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
が
５
６
％
で
、
ハ
ダ
ジ

氏
は
４
４
％
と
な
る
。
前

回
調
査
で
は
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

が
５
９
％
で
ハ
ダ
ジ
氏
が

４
１
％
だ
っ
た
た
め
、
６
％

ポ
イ
ン
ト
縮
め
た
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
で
も
、
依
然
と

し
て
１
２
％
ポ
イ
ン
ト
の
差

が
開
い
た
ま
ま
だ
。

　

両
氏
の
差
を
縮
め
る
の
を

困
難
に
し
て
い
る
の
が
拒
絶

率
だ
。
ハ
ダ
ジ
氏
は
前
回
の

調
査
か
ら
拒
絶
率
を
２
ポ
イ

ン
ト
下
げ
た
が
、
そ
れ
で
も

ま
だ
５
２
％
あ
る
。
他
方
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
今
回
、
拒

絶
率
を
４
１
％
か
ら
４
４
％

に
あ
げ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
数
日
で

逆
転
す
る
に
は
難
し
い
数
字

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。

　
一
方
、
聖
州
知
事
選
で
は
、

前
聖
市
市
長
の
ジ
ョ
ア
ン
・

　

今
月
中
旬
に
、
聖
市
地
下

鉄
１
号
線
、
２
号
線
と
連
結

し
た
５
号
線
の
営
業
が
通
常

化
し
た
こ
と
で
、
５
号
線
の

利
用
者
が
倍
増
し
て
話
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
日
は
、

地
下
鉄
４
号
線
の
サ
ン
パ
ウ

ロ
／
モ
ル
ン
ビ
駅
が
開
業
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

ド
リ
ア
氏
（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
現
知
事
の
マ

ル
シ
オ
・
フ
ラ
ン
サ
氏
（
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）

を
５
２
％
対
４
８
％
で
リ
ー

ド
し
て
い
る
が
、
そ
の
差
は

誤
差
の
範
囲
内
で
、
引
き
分

け
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
オ
州
で
は
新
人

の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ

ル
氏
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会

党
・
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
が
、
５
６
％

対
４
４
％
で
、
元
リ
オ
市
長

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
パ
エ
ス
氏

（
民
主
党
・
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
を
リ
ー

ド
し
て
い
る
。

　

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州

で
も
、
新
人
の
ロ
メ
ウ
・
ゼ

マ
氏
（
ノ
ー
ヴ
ォ
）
が
元
知

事
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ナ
ス

タ
シ
ア
氏
（
民
主
社
会
党
・

ハ
ダ
ジ
は
６
％
Ｐ
詰
め
る
も

係
を
大
き
く
変
化
さ
せ
よ
う

と
は
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
し

た
。

１
１
月
の
輸
入
博
覧
会

に
３
閣
僚
が
上
海
詣
で

　

ク
氏
が
Ｐ
Ｒ
し
た
第
１
回

国
際
中
国
輸
入
博
覧
会
（
Ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｅ
２
０
１
８
）
は
、

１
１
月
５
日
か
ら
１
０
日
ま

で
上
海
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

れ
は
「
輸
入
」
に
特
化
し
た

見
本
市
だ
。「
中
国
は
今
後

５
年
間
で
１
０
兆
ド
ル
分
の

外
国
製
品
を
輸
入
す
る
用

意
」
と
、
在
伯
中
国
大
使
館

通
商
局
長
の
シ
ャ
・
シ
ャ
オ
リ

　

ク
氏
は
、
来
月
上
海
で
開

か
れ
る
第
１
回
国
際
中
国
輸

入
博
覧
会
に
関
す
る
記
者
会

見
に
お
い
て
、「
私
た
ち
は
中

伯
両
国
関
係
を
強
化
す
る
意

志
の
あ
る
政
治
家
な
ら
、
誰

と
で
も
対
話
を
行
う
用
意
が

あ
る
。
新
政
権
が
発
足
し
た

ら
、
現
政
権
と
方
針
を
変
え

る
事
は
承
知
の
上
だ
。
中
伯

双
方
に
適
応
の
時
間
が
必
要

に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　

ボ
ウ
ロ
ナ
ロ
候
補
が
今
年

の
初
め
に
台
湾
を
訪
問
し
た

事
に
関
し
て
問
わ
れ
た
ク
氏

　

在
伯
中
国
大
使
館
の
外
交

官
の
ク・ユ
フ
イ
氏
が
２
５
日
、

「
大
統
領
候
補
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
中
国
に
対

す
る
認
識
に
は
、
両
国
間
の

共
同
戦
略
に
対
す
る
誤
解
が

混
ざ
っ
て
い
る
」
と
発
言
し

た
と
、
２
６
日
付
エ
ス
タ
ー

ド
紙
が
報
じ
た
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
候
補
は
今
月

９
日
に
Ｔ
Ｖ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、「
発
電
部
門
の
公
社
株

は
中
国
資
本
に
売
ら
な
い
。

彼
ら
は
伯
国
を
買
い
漁
っ
て

い
る
」
と
発
言
し
て
い
た
。

在
伯
中
国
大
使
館
の
高
官
が
語
る

連
警
が
本
格
的
に
捜
査
に
参
加

ン
氏
は
語
っ
て
い
る
。

　

伯
国
は
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｅ

２
０
１
８
に
官
民
か
ら
大
使

節
団
を
送
り
こ
む
。
輸
出
振

興
庁
（
Ａ
ｐ
ｅ
ｘ
）
は
８
７

企
業
を
引
き
連
れ
、
聖
州
工

業
連
盟
（
Ｆ
ｉ
ｅ
ｓ
ｐ
）
や

農
牧
供
給
省
も
、
多
く
の
企

業
と
共
に
参
加
す
る
。

　

閣
僚
陣
か
ら
も
、
ア
ロ
イ

ジ
オ
・
ヌ
ネ
ス
外
相
、
マ
ル
コ

ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
産
業
貿
易
サ
ー

ビ
ス
相
、
ブ
ラ
イ
ロ
・
マ
ッ
ジ

農
牧
供
給
相
の
３
人
が
上
海

入
り
と
い
う
力
の
入
り
よ
う

だ
。

　
マ
ル
コ
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
産
業

貿
易
サ
ー
ビ
ス
相
は
、「
こ
の

機
会
は
、
伯
国
製
品
を
Ｐ
Ｒ

し
、
中
国
市
場
を
開
拓
し
て

い
く
た
め
に
と
て
も
重
要
だ
。

伯
国
に
と
っ
て
の
成
功
を
確
信

し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
対
抗
の
フ
ェ
ル

ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏
（
労
働

者
党
・
Ｐ
Ｔ
）
は
、
前
回
の

３
５
％
か
ら
３
８
％
に
支
持

率
を
上
げ
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
支
援
企
業
の
ア
ル
ハ

ヴ
ァ
ン
社
な
ど
が
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
で
大
量
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
を
流
す
契
約
を
し
て
い
た

疑
惑
や
、
長
男
で
下
議
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
が
「
最
高
裁

を
軍
で
閉
鎖
す
る
の
は
簡
単

だ
」
と
７
月
に
発
言
し
て
い

た
事
実
が
発
覚
し
た
こ
と
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
自
身
が
聖
市

で
の
集
会
で
「
左
翼
を
こ
の

国
か
ら
追
い
出
す
」
と
発
言

し
た
こ
と
な
ど
が
響
い
て
い

る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
支
持
率

が
下
が
っ
た
の
は
特
定
地
域

今年７月に会談した、中国の習近平国家主席（右）
と伯国のテメル大統領（左）（Cesar Itibere / PR）

２５日のボウソナロ氏
（Fernando Frazão/Agencia Brasil）

聖
州
知
事
選
は
予
断
許
さ
ず

２ 州 警 察
銃 撃 戦

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
を
、
６
８
％
対

３
２
％
で
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

ド
リ
ア
氏
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル

氏
、
ゼ
マ
氏
は
い
ず
れ
も
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
を
支
持
し
て
い

る
。

で
き
る
と
、
こ
れ
ま
で
バ
ス

で
し
か
行
け
な
か
っ
た
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
の
本
拠
地

で
、
有
名
な
コ
ン
サ
ー
ト
会

場
で
も
あ
る
、
モ
ル
ン
ビ
・

ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
行
き
来
が

か
な
り
楽
に
な
る
。
営
業
は

当
面
は
１
０
時
か
ら
１
５
時

で
、
今
日
は
正
午
近
く
の

オ
ー
プ
ン
だ
と
か
。
人
に

よ
っ
て
は
、
明
日
の
選
挙
の

投
票
場
に
行
く
の
に
利
用
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

が
果
た
し
て
、
聖
州
知
事
選

で
の
フ
ラ
ン
サ
現
知
事
の
票

に
影
響
す
る
か
？

　
　
　
　
　

◎

　

７
日
の
一
次
投
票
の
と
き

も
そ
う
だ
っ
た
が
、
明
日
は

大
統
領
選
と
知
事
選
の
決
選

投
票
の
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
の

試
合
の
開
催
は
な
い
。
全
国

選
手
権
の
第
３
１
節
は
１
試

合
を
除
い
て
今
日
ま
で
に
行

わ
れ
る
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
既

に
昨
夜
、
試
合
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
日
は
コ
リ
ン
チ
ャ

ン
ス
が
本
拠
地
イ
タ
ケ
ー
ラ

で
バ
イ
ア
と
、
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
が
敵
地
マ
ラ
カ
ナ
ン
で
フ

ラ
メ
ン
ゴ
と
、
サ
ン
ト
ス
が

本
拠
地
ヴ
ィ
ラ
・
ベ
ル
ミ
ロ

で
フ
ル
ミ
ネ
ン
セ
と
対
戦
す

る
。
一
盛
り
上
が
り
し
て
選

挙
に
臨
み
た
い
と
こ
ろ
。

　
　
　
　
　

◎

　

明
日
２
８
日
は
い
よ
い
よ

大
統
領
選
の
決
選
投
票
だ
。

気
に
な
る
天
気
だ
が
、
１
０

月
は
連
日
の
よ
う
に
降
っ
た

雨
も
、
予
報
だ
と
ど
う
や
ら

今
日
で
終
わ
る
見
込
み
。
明

日
は
晴
れ
で
、
足
元
を
気
に

し
な
く
て
も
良
さ
そ
う
だ
。

晴
れ
た
状
態
は
月
末
ま
で
続

き
そ
う
だ
と
い
う
。
明
日
の

夜
に
出
る
大
統
領
選
の
結
果

に
よ
っ
て
、
こ
の
４
〜
５
年

続
い
た
伯
国
の
混
乱
は
収
ま

る
の
か
、な
お
も
続
く
の
か
。

結
果
と
そ
の
後
は
、
神
の
み

ぞ
知
る
か
。

　

最
高
裁
（
Ｓ
Ｔ
Ｆ
）
第
２

小
法
廷
は
今
年
２
月
、「
判

決
の
出
て
い
な
い
、
妊
娠
中

か
、
１
２
歳
ま
で
の
子
供

が
い
る
女
性
拘
留
者
（
以

下
「
母
親
拘
留
者
」）
に
対

し
、
自
宅
拘
留
を
認
め
る
」

と
の
判
決
を
出
し
て
い
た
が
、

リ
カ
ル
ド
・
レ
ヴ
ァ
ン
ド
フ

ス
キ
最
高
裁
判
事
は
２
５

日
、「
最
終
判
決
が
下
っ
て
い

な
い
全
て
の
母
親
拘
留
者
」

に
も
自
宅
拘
留
を
認
め
た
。

２
５
・
２
６
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

今
回
の
決
定
で
、
自
宅
拘

留
の
権
利
は
、
控
訴
、
上
告

の
手
段
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い

る
母
親
拘
留
者
全
員
に
認
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
２

審
で
有
罪
判
決
を
受
け
て

も
、
上
告
中
、
ま
た
は
上
告

権
を
有
し
て
い
れ
ば
、
刑
務

所
に
入
ら
ず
、
取
調
べ
や
裁

判
所
に
自
宅
か
ら
通
え
る
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　
レ
ヴ
ァ
ン
ド
フ
ス
キ
判
事
は

「
薬
物
密
売
容
疑
」
の
母
親

に
も
自
宅
拘
留
の
権
利
を
認

め
た
。
２
月
の
判
決
で
除
外

さ
れ
た
、「
暴
力
事
件
や
子

供
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
よ

う
な
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
た
場

合
」
に
、
薬
物
密
売
が
含
ま

れ
る
と
判
断
す
る
判
事
が
多

数
い
た
た
め
だ
。

　

同
判
事
は
「
小
さ
な
子
供

が
い
る
、
ま
た
は
妊
娠
中
の

収
監
者
は
社
会
に
お
い
て
最

も
弱
い
立
場
に
い
る
」
と
し

た
上
で
、「
黒
人
女
性
や
貧

し
い
女
性
の
子
供
た
ち
が
、

人
生
を
歩
み
始
め
た
最
初
の

年
か
ら
最
も
厳
し
い
環
境
に

置
か
れ
て
き
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
母
親
や
妊
婦

を
拘
留
す
る
こ
と
で
、
母
親

に
育
て
ら
れ
、
知
的
、
社
会

的
、
情
緒
的
に
成
長
す
る
権

利
を
、
幼
い
子
供
か
ら
奪
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
判
決
文

に
記
し
た
。

　

同
判
事
は
、
刑
が
確
定
し

た
場
合
で
も
、
妊
婦
で
あ
る

か
、
幼
子
が
い
る
女
性
は
自

宅
禁
錮
刑
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
で
検
討
す
る
よ

う
に
と
の
指
示
も
出
し
た
。

　

全
国
刑
務
所
管
理
局
（
Ｄ

ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
）
は
、
こ
の
決
定

で
１
万
４
７
５
０
人
以
上
の

女
性
拘
留
者
が
恩
恵
を
受
け

る
と
発
表
し
た
が
、
何
人
が

自
宅
に
戻
っ
た
か
正
確
な
数

は
判
明
し
て
い
な
い
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
市
警

の
要
請
で
、
連
邦
警
察
が
ミ

ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
ジ
ュ
イ

ス
・
デ
・
フ
ォ
ー
ラ
で
１
９

日
に
起
き
た
聖
州
市
警
と
ミ

ナ
ス
州
市
警
の
銃
撃
戦
の
捜

査
に
乗
り
出
し
た
と
、
２
６

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
聖
州
の
企

業
家
二
人
が
ミ
ナ
ス
州
の

企
業
家
と
の
間
で
交
わ
し
た

１
４
０
０
万
レ
ア
ル
の
融
資

に
絡
む
も
の
で
、
双
方
が
各

州
の
市
警
を
護
衛
に
雇
っ
て

い
た
事
が
、
市
警
同
士
の
銃

撃
戦
に
つ
な
が
っ
た
。

　

聖
州
の
企
業
家
は
、
両
替

商
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
・
デ
・
ソ
ウ

ザ
・
ギ
マ
ラ
ン
エ
ス
容
疑
者

と
、
伯
・
仏
・
ス
ペ
イ
ン
で

企
業
を
経
営
し
て
い
る
と
い

う
ウ
ィ
ヴ
ァ
レ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル

容
疑
者
だ
。
ま
た
、
彼
ら
の

護
衛
を
頼
ま
れ
た
警
備
会
社

社
長
で
、
ミ
ナ
ス
州
市
警
の

ロ
ド
リ
ゴ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
氏

を
射
殺
し
た
が
、
自
ら
も
被

弾
し
て
重
傷
だ
っ
た
ジ
ェ
ロ
ニ

モ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
・
レ
ア
ル
・
ジ
ュ

ニ
オ
ル
容
疑
者
は
２
５
日
昼

前
、
入
院
先
の
病
院
で
亡
く

な
っ
た
。

　

警
官
同
士
の
銃
撃
戦
は
、

ミ
ナ
ス
州
の
企
業
家
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ヴ
ィ
レ
ラ
容
疑
者
が

持
参
し
た
１
４
０
０
万
レ
ア

ル
を
受
け
取
っ
た
ギ
マ
ラ
ン
エ

ス
容
疑
者
が
、
偽
札
と
気
づ

い
た
時
に
始
ま
り
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
市
警
と
レ
ア
ル
・
ジ
ュ

ニ
オ
ル
容
疑
者
の
死
を
招
い

た
。
ヴ
ィ
レ
ラ
容
疑
者
は
、

０
９
年
と
１
５
年
に
も
偽
札

を
使
っ
た
犯
罪
で
逮
捕
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
事
件
は
２
州
の
市

警
も
加
わ
っ
た
詐
欺
、
死
傷

事
件
で
、
聖
州
市
警
が
連
警

の
協
力
を
要
請
。
連
警
は
、

ミ
ナ
ス
州
を
中
心
に
展
開
さ

れ
て
い
る
偽
札
を
使
っ
た
詐

欺
事
件
と
の
関
連
な
ど
を
中

心
に
、
捜
査
に
加
わ
る
。

　

連
警
に
よ
る
詐
欺
事
件
捜

査
は
昨
年
１
１
月
に
始
ま
っ

た
。
き
っ
か
け
は
、
ベ
ロ
・
オ

リ
ゾ
ン
テ
市
の
企
業
家
と
交

渉
し
、
金
２
０
０
グ
ラ
ム
と

２
万
５
千
ド
ル
を
２
５
万
レ

ア
ル
と
交
換
し
た
人
物
が
、

受
け
取
っ
た
金
を
銀
行
口
座

に
入
金
し
よ
う
と
し
て
偽
札

と
気
づ
い
た
事
件
だ
。

　

連
警
は
、
偽
札
を
使
っ
た

詐
欺
事
件
の
被
害
者
が
同
州

内
や
聖
市
、
レ
シ
フ
ェ
市
な
ど

に
い
る
事
を
確
認
。
一
連
の

詐
欺
事
件
は
、
ジ
ュ
イ
ス・
デ・

フ
ォ
ー
ラ
市
で
交
渉
の
取
り

ま
と
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性

が
強
い
。
同
種
の
事
件
の
被

害
者
は
、
ド
ル
を
不
正
な
方

法
で
入
手
し
、
税
務
署
に
も

申
告
し
て
い
な
い
事
が
多
く
、

自
ら
が
捜
査
対
象
と
な
る
の

を
恐
れ
て
泣
き
寝
入
り
す
る

例
も
多
い
。

　

今
回
の
事
件
で
、
ギ
マ
ラ

ン
エ
ス
容
疑
者
が
通
常
の
金

融
機
関
以
外
の
ル
ー
ト
で
の

融
資
を
申
し
い
れ
た
と
し
て

い
る
の
も
、
不
正
な
ド
ル
の

流
れ
を
探
ら
れ
る
の
を
嫌
っ

た
供
述
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最
新

の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
国

民
の
４
７
％
が
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
上
に
流
れ
た
情
報
を
「
信

じ
る
」
と
回
答
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
２
６
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

２
４
、２
５
日
に
全
国

３
４
１
市
で
行
わ
れ
た
調
査

に
よ
る
と
、
国
民
の
７
８
％

が
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
を
使
用
し

て
お
り
、
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
を

含
む
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
選

挙
の
話
を
共
有
し
て
い
た

人
も
６
６
％
い
た
。
ま
た
、

４
７
％
の
人
が
「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
で
流
れ
た
話
を
信
じ
て
い

る
」
と
答
え
た
と
い
う
。

　

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
に
関
し
て

は
、
ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
協
力
企
業
が
億
単

位
の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
広

め
る
契
約
を
行
っ
た
と
す
る

報
道
が
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
で
な

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
国
民

の
４
４
％
が
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

に
対
す
る
、
４
７
％
が
対
抗

の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ハ
ダ
ジ
氏

に
関
す
る
悪
い
情
報
を
受
け

取
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏

は
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
制

御
し
て
い
た
か
」
の
問
い
に

４
３
％
が
「
そ
う
は
思
わ
な

い
」
と
答
え
て
い
る
。

　
一
方
、
米
州
機
構
は
２
５

日
、
今
回
の
伯
国
選
挙
は
、

「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
を
通
し
て

大
量
に
流
さ
れ
た
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
が
結
果
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
史
上
初
の
選
挙
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

選
挙
監
視
団
団
長
で
元
コ

ス
タ
リ
カ
大
統
領
で
も
あ
る

ラ
ウ
ラ・チ
ン
チ
ー
ジ
ャ
氏
は
、

「
米
国
で
も
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー

ス
が
選
挙
で
問
題
に
な
っ
た

こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
と
い
っ
た
公
的
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
」
と
統
括
。

ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
と
い
う
、
個

人
的
か
つ
情
報
源
特
定
や
虚

報
の
流
布
阻
止
が
困
難
な
メ

デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
、
大
量

の
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し

た
選
挙
は
前
例
が
な
い
と
し

て
い
る
。

ボウソナロ有利で明日へ
　

今
回
の
調
査
は

２
４
、
２
５
日
に
全
国

３
４
１
市
で
行
わ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
支
持
率
は
前
回

１
７
、１
８
日
に
記
録
し

た
５
０
％
か
ら
微
減
し
、

４
８
％
に
下
が
っ
た
。

妊
婦
、母
親
は
自
宅
拘
留
に

最
高
裁
、２
審
有
罪
で
も
権
利
認
め
る

重
傷
で
入
院
中
の
企
業
家
死
亡

決選投票
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
中
伯
戦
略
を
誤
解
」

（２）２０１８年 第５１１２号 １０月 ２７日 （土曜日）

国
民
の
４
７
％
が
情
報
信
じ
る

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
調
査
で
判
明

ワッツアップ



　

東と
う

京き
ょ
う・
上う

え

野の

の
国こ

く

立り
つ

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

で
の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

展て
ん

を
見み

た
。
大た

い

変へ
ん

な
人に

ん

気き

で
あ
る
。
特と

く

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
な
ど
の
土ど

器き

と

の
比ひ

較か
く

も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
火か

炎え
ん

土ど

器き

は
年ね

ん

代だ
い

も
は
る
か
に
古ふ

る

い
の
に
、
立り

っ

体た
い

的て
き

な
造ぞ

う

形け
い

美び

は
比ひ

較か
く

に
な
ら
な
い
ほ
ど
美う

つ
く
し
か
っ
た
。
ま
た
、
細こ

ま

か
い
縄

じ
ょ
う

紋も
ん

、
す

な
わ
ち
縄な

わ

目め

の
模も

様よ
う

の
精せ

い

巧こ
う

さ
に
も
驚お

ど
ろか
さ
れ
た
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

と
考か

ん
が

え
ら
れ
て
い
る
土ど

器き

の
一ひ

と

つ

が
、
青あ

お

森も
り

県け
ん

大お
お

平だ
い

山や
ま

元も
と

遺い

跡せ
き

か
ら
出

し
ゅ
つ

土ど

し
た
も
の
で
約や

く

１
万ま

ん

６
５
０
０
年ね

ん

前ま
え

。
こ
れ
は
模も

様よ
う

の
な
い
無む

文も
ん

土ど

器き

だ
が
、

約や
く

１
万ま

ん

４
５
０
０
年ね

ん

前ま
え

ご
ろ
に
は
、
粘ね

ん

土ど

ひ
も
を
は
り
つ
け
た

「
隆

り
ゅ
う

線せ
ん

文も
ん

土ど

器き

」
が
生う

ま
れ
、
全ぜ

ん

国こ
く

に
広ひ

ろ

が
っ
て
い
る
。

　

世せ

界か
い

の
他ほ

か

の
地ち

域い
き

で
は
、
南み

な
み
ア
ジ
ア
、
西に

し

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
で
の
最さ

い

古こ

は
約や

く

９
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
約や

く

８
５
０
０

年ね
ん

前ま
え

で
、
こ
れ
ら
に
比く

ら

べ
る
と
、
飛と

び
抜ぬ

け
て
古ふ

る

い
。
岡お

か

村む
ら

道み
ち

雄お

・
元も

と

文ぶ
ん

化か

庁ち
ょ
う

主し
ゅ

任に
ん

文ぶ
ん

化か

財ざ
い

調ち
ょ
う

査さ

官か
ん

は
、
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

の
土ど

な
ぜ
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
土ど

器き

が

  

日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

か
ら
出し

ゅ
つ

土ど

す
る
の
か
？

２０１８年
ねん

９月
がつ

２日
か

版
ばん

器き

は
「
質し

つ

量り
ょ
うと
も
に
世せ

界か
い

の
他た

の
時じ

代だ
い

や
地ち

域い
き

の
も
の
と
く
ら

べ
て
も
際き

わ

立だ

っ
て
い
る
」
と
述の

べ
て
い
る
。［
１
，　

Ｐ
５
３
］

　

従
じ
ゅ
う

来ら
い

の
歴れ

き

史し

で
は
、メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、エ
ジ
プ
ト
、イ
ン
ダ
ス
、

中ち
ゅ
う

国ご
く

が
世せ

界か
い

の
「
４
大だ

い

文ぶ
ん

明め
い

」
で
あ
り
、
日に

本ほ
ん

は
文ぶ

ん

明め
い

を
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
教お

そ

わ
っ
た
後こ

う

進し
ん

地ち

域い
き

だ
っ
た
、
と
教お

そ

わ
っ
た
。
近き

ん

年ね
ん

の

考こ
う

古こ

学が
く

は
そ
の
歴れ

き

史し

観か
ん

を
覆

く
つ
が
えし
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、な
ぜ
ユ
ー

ラ
シ
ア
大た

い

陸り
く

の
東と

う

端た
ん

に
あ
る
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
、
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
土ど

器き

が
出で

て
く
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

従
じ
ゅ
う

来ら
い

の
文ぶ

ん

明め
い

観か
ん

で
は
、
石せ

っ

器き

時じ

代だ
い

の
人じ

ん

類る
い

は
狩し

ゅ

猟り
ょ
う・
採さ

い

集
し
ゅ
う

に
よ
る
移い

動ど
う

生せ
い

活か
つ

を
送お

く
っ
て
い
た
が
、
約や

く

１
万ま

ん

２
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

く
ら

い
か
ら
、
世せ

界か
い

の
各か

く

地ち

で
農の

う

耕こ
う

と
牧ぼ

く

畜ち
く

を
始は

じ

め
て
よ
う
や
く

定て
い

住じ
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
文ぶ

ん

明め
い

が
始は

じ

ま
っ

た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
文ぶ

ん

明め
い

観か
ん

か
ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
は
み
出だ

し
て
い
る
の
が
、

１
万ま

ん

５
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

く
ら
い
か
ら
始は

じ

ま
っ
た
日に

本ほ
ん

の
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

だ
っ

た
。
そ
こ
で
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
狩し

ゅ

猟り
ょ
うや
採さ

い

集し
ゅ
うの
ま
ま
定て

い

住
じ
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

を
始は

じ

め
た
の
で
あ
る
。

　

日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

を
巡め

ぐ

る
海う

み

で
は
寒か

ん

流り
ゅ
うと
暖だ

ん

流り
ゅ
うが
ぶ
つ
か
り
合あ

っ
て

世せ

界か
い

有ゆ
う

数す
う

の
漁ぎ

ょ

場じ
ょ
うを
な
し
、
豊ゆ

た

か
な
森し

ん

林り
ん

か
ら
は
木き

の
実み

や

キ
ノ
コ
な
ど
が
と
れ
た
。
さ
ら
に
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、
ウ
サ
ギ

な
ど
の
動ど

う

物ぶ
つ

も
豊ほ

う

富ふ

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
で
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

は
農の

う

耕こ
う

や
牧ぼ

く

畜ち
く

を
し
な
く
と
も
、
四し

季き

折お
り

々お
り

の
豊ゆ

た

か
な

食し
ょ
く

物も
つ

に
恵め

ぐ

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一い

っ

般ぱ
ん

に
、
農の

う

耕こ
う

・
牧ぼ

く

畜ち
く

は
狩し

ゅ

猟り
ょ
う・
採さ

い

集し
ゅ
うよ
り
は
進す

す

ん
だ
文ぶ

ん

明め
い

段だ
ん

階か
い

で
あ
る
と
考か

ん
が
え
ら
れ
て
い
る
が
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
エ

ジ
プ
ト
、
イ
ン
ダ
ス
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
黄こ

う

河が

流り
ゅ
う

域い
き

が
み
な
砂さ

漠ば
く

化か

し

て
い
る
事こ

と

を
考か

ん
が
え
れ
ば
、
農の

う

耕こ
う

・
牧ぼ

く

畜ち
く

が
自し

然ぜ
ん

破は

壊か
い

を
伴

と
も
な
っ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
分わ

か
る
。

　

森も
り

を
切き

り
開ひ

ら

い
て
畑は

た
けに
す
れ
ば
、
樹じ

ゅ

木も
く

が
な
く
な
っ
て
や
が

て
表

ひ
ょ
う

面め
ん

の
土ど

壌じ
ょ
うが
失う

し
な
わ
れ
て
し
ま
う
（
水す

い

田で
ん

は
別べ

つ

だ
が
）。
牧ぼ

く

畜ち
く

で
も
家か

畜ち
く

が
草く

さ

の
芽め

ま
で
食た

べ
て
し
ま
う
の
で
、
植

し
ょ
く

生せ
い

が
失

う
し
な

わ
れ
、
土ど

壌じ
ょ
うが
劣れ

っ

化か

す
る
。
そ
れ
に
比く

ら

べ
れ
ば
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
は
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
こ
の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
暮く

ら
し
、
し
か
も
豊ゆ

た

か
な
自し

然ぜ
ん

を
残の

こ

し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　

近き
ん

年ね
ん

、
国こ

く

連れ
ん

が
「
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
開か

い

発は
つ

」（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｌ
Ｅ　

Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
）　

と
い
う
概が

い

念ね
ん

を
打う

ち
出だ

し
た
が
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
の
生せ

い

活か
つ

は
ま
さ
に
そ
の

お
手て

本ほ
ん

な
の
で
あ
る
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
は
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
を
た
だ
受う

け
と
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
品ひ

ん

目も
く

ご
と
に
「
旬し

ゅ
ん
」
を
知し

っ
て
採と

っ
て

い
た
よ
う
だ
。

　

シ
ジ
ミ
や
ハ
マ
グ
リ
は
貝か

い

の
断だ

ん

面め
ん

の
成せ

い

長ち
ょ
う

線せ
ん

を
調し

ら

べ
る
と
、

全ぜ
ん

体た
い

の
７
０
％
は
４
月が

つ

か
ら
６
月が

つ

に
か
け
て
食た

べ
て
い
た
こ
と

が
分わ

か
っ
た
。
現げ

ん

代だ
い

の
潮し

お

干ひ

狩が

り
と
同ど

う

様よ
う

で
、
こ
の
時じ

期き

が

も
っ
と
も
脂あ

ぶ
らが
の
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同お

な

じ
く
イ
ワ
シ
、
ニ

シ
ン
も
春は

る

に
盛さ

か

り
を
迎む

か

え
る
。
夏な

つ

は
ア
ジ
、
サ
バ
、
ク
ロ
ダ
イ
、

秋あ
き

は
サ
ケ
、
ブ
リ
等と

う

々と
う

。
同ど

う

時じ

に
ク
リ
、
ク
ル
ミ
、
シ
イ
、
ト

チ
な
ど
の
木き

の
実み

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。

　

冬ふ
ゆ

に
な
る
と
、
脂し

肪ぼ
う

を
蓄た

く
わ
え
た
キ
ジ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
カ
モ
、

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
狩が

り
。
年と

し

を
越こ

す
と
ワ
ラ
ビ
、
ク
ズ
、
セ

リ
、
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
若わ

か

葉ば

、
若わ

か

芽め

が
採と

れ
る
。
縄

じ
ょ
う

文も
ん

遺い

跡せ
き

の

食し
ょ
く

料り
ょ
うの
残ざ

ん

滓し

か
ら
獣け

も
の
６
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上じ
ょ
う、
魚さ

か
な
７
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上じ
ょ
う、

貝か
い

３
５
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上じ
ょ
うが
遺の

こ

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
木き

の
実み

や
野や

菜さ
い

、
果く

だ

物も
の

、
キ
ノ
コ
な
ど
が
加く

わ

わ
る
。［
２
，　
９
６
３
］

　

今こ
ん

日に
ち

の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

が
多た

種し
ゅ

多た

様よ
う

な
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
、
そ
れ
も

「
旬し

ゅ
ん
」
を
考か

ん
が
え
て
出だ

す
の
は
世せ

界か
い

の
料

り
ょ
う

理り

の
中な

か

で
も
ユ
ニ
ー
ク

な
特と

く

色し
ょ
くだ
が
、
そ
れ
は
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

か
ら
続つ

づ

い
て
い
る
伝で

ん

統と
う

だ

ろ
う
。

　
こ
の
数す

う

百ひ
ゃ
く

種し
ゅ

類る
い

の
食

し
ょ
く

材ざ
い

に
対た

い

し
て
、
ど
れ
が
食た

べ
ら
れ
る
の

か
、
ど
こ
で
採と

れ
る
の
か
、
い
つ
が
旬し

ゅ
ん
な
の
か
、
ど
う
料

り
ょ
う

理り

す

る
の
か
を
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
は
考か

ん
が
え
な
が
ら
、
食た

べ
て
い
た
。
一ひ

と

口く
ち

に
狩し

ゅ

猟り
ょ
う・
採さ

い

集し
ゅ
うと
は
言い

っ
て
も
、
麦む

ぎ

だ
け
を
植う

え
、
牛う

し

だ
け

を
育そ

だ

て
る
農の

う

耕こ
う

・
牧ぼ

く

畜ち
く

よ
り
は
、
複ふ

く

雑ざ
つ

な
知ち

識し
き

を
使つ

か
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

の
食し

ょ
くの
多た

様よ
う

性せ
い

を
さ
ら
に
大お

お

き
く
広ひ

ろ

げ
た
の
が
土ど

器き

だ
っ
た
。
土ど

器き

に
よ
る
煮に

炊た

き
に
よ
っ
て
、
木き

の
実み

の
ア
ク

を
抜ぬ

き
、
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

の
根ね

や
茎く

き

を
柔や

わ

ら
か
く
し
て
食た

べ
や
す
く
し
、

魚さ
か
なや
獣け

も
のの
肉に

く

の
腐ふ

敗は
い

を
防ふ

せ

げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
土ど

器き

は
保ほ

存ぞ
ん

１
．
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

か
ら
出し

ゅ
つ
土ど

し
た

        　
　

世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
土ど

器き

の
一ひ

と
つ

容よ
う

器き

と
し
て
も
、
通つ

う

気き

性せ
い

や
通つ

う

水す
い

性せ
い

に
よ
っ
て
表

ひ
ょ
う

面め
ん

の
水す

い

分ぶ
ん

が

気き

化か

し
て
低て

い

温お
ん

を
保た

も

つ
の
で
、
食

し
ょ
く

物も
つ

の
長

ち
ょ
う

期き

間か
ん

保ほ

存ぞ
ん

を
可か

能の
う

と
し
た
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
は
定て

い

住じ
ゅ
うす
る
こ
と
で
、
大お

お

き
な
重お

も

い
土ど

器き

を

作つ
く

り
、
使つ

か

う
事こ

と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一い

っ

定て
い

の
場ば

所し
ょ

か
ら

粘ね
ん

土ど

を
見み

つ
け
、
そ
れ
を
形か

た
ちに
し
、
火ひ

で
焼や

く
と
い
う
作さ

業ぎ
ょ
うは

定て
い

住じ
ゅ
うし
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
定て

い

住じ
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

で
は
身か

ら

体だ

の
弱よ

わ

っ
た
お
年と

し

寄よ

り
も
脱だ

つ

落ら
く

す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
経け

い

験け
ん

や
知ち

識し
き

を
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に
伝つ

た

え
る
事こ

と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
様さ

ま

々ざ
ま

な
食

し
ょ
く

材ざ
い

を
食た

べ
ら
れ
る
か
ど

う
か
判は

ん

別べ
つ

し
、
い
つ
ど
こ
で
採と

っ
た
ら
良よ

い
か
を
考か

ん
が
え
る
、
と

い
う
知ち

識し
き

と
経け

い

験け
ん

の
積つ

み
重か

さ

ね
が
容よ

う

易い

に
な
っ
た
。
土ど

器き

の
発は

っ

達た
つ

も
、
定て

い

住じ
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
加か

速そ
く

し
た

だ
ろ
う
。

　

定て
い

住じ
ゅ
うが
土ど

器き

を
発は

っ

達た
つ

さ
せ
、
食

し
ょ
く

材ざ
い

に
関か

ん

す
る
知ち

識し
き

を
蓄ち

く

積せ
き

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
逆ぎ

ゃ
く
に
土ど

器き

と
食

し
ょ
く

材ざ
い

に
関か

ん

す
る
知ち

識し
き

が

定て
い

住じ
ゅ
うを
可か

能の
う

と
さ
せ
た
。
こ
の
定て

い

住じ
ゅ
うと
技ぎ

術じ
ゅ
つ・知ち

識し
き

の
蓄ち

く

積せ
き

は
、

車く
る
まの
両

り
ょ
う

輪り
ん

と
し
て
暮く

ら
し
の
進し

ん

歩ぽ

を
も
た
ら
し
た
よ
う
だ
。

　
こ
う
し
て
自し

然ぜ
ん

の
中な

か

に
抱だ

か
れ
て
暮く

ら
し
て
い
た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

の

世せ

界か
い

観か
ん

は
、
ま
た
独ど

く

特と
く

の
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
明め

い

治じ

学が
く

院い
ん

大だ
い

学が
く

・
武た

け

光み
つ

誠ま
こ
と

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
円え

ん

の
思し

想そ
う

」
と
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
い
る
。

「
自し

然ぜ
ん

界か
い

で
は
す
べ
て
の
も
の
が
互た

が

い
に
深ふ

か

く
つ
な
が
っ
て
存そ

ん

在ざ
い

し
て
い
る
」
と
い
う
世せ

界か
い

観か
ん

で
あ
る
。

　
夏な

つ

が
終お

わ
れ
ば
秋あ

き

の
山さ

ん

野や

の
恵め

ぐ

み
が
、
冬ふ

ゆ

が
終お

わ
れ
ば
春は

る

の
食

し
ょ
く

物も
つ

が
現あ

ら
わ
れ
る
。
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

は
、
人に

ん

間げ
ん

と
は
、
こ
の
よ
う
な

終お

わ
り
の
な
い
自し

然ぜ
ん

界か
い

の
恵め

ぐ

み
に
よ
っ
て
生い

か
さ
れ
て
い
る
存そ

ん

在ざ
い

な
の
だ
と
考か

ん
がえ
た
。［
３
，　
Ｐ
２
６
］

　

獣け
も
の
も
魚さ

か
な
も
貝か

い

も
木き

も
草く

さ

も
、
生い

き
と
し
生い

け
る
も
の
は
す
べ

て
精せ

い

霊れ
い

が
宿や

ど

っ
て
い
る
。
人に

ん

間げ
ん

も
そ
の
一い

ち

部ぶ

で
あ
る
。
そ
の
精せ

い

霊れ
い

の
命い

の
ち
を
少す

こ

し
だ
け
戴い

た
だい
て
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
生い

か
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
無む

限げ
ん

の
命い

の
ちの
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

の
中な

か

に
自じ

分ぶ
ん

た
ち
は
暮く

ら
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
魚さ

か
な
を
取と

り
尽つ

く
し
た
り
、
獣け

も
の
を
小ち

い

さ
い
う
ち
に

食た

べ
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
は
許ゆ

る

さ
れ
な
い
行こ

う

為い

で
あ
っ
た
。

　

森も
り

を
切き

り
払は

ら
っ
て
畑は

た
けに
し
た
り
、
牛う

し

の
た
め
の
牧ぼ

く

草そ
う

地ち

に
し

て
し
ま
う
農の

う

耕こ
う

・
牧ぼ

く

畜ち
く

の
民た

み

よ
り
も
、
は
る
か
に
エ
コ
ロ
ジ
カ

ル
な
世せ

界か
い

観か
ん

で
あ
る
。
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
の
間あ

い
だ、
自し

然ぜ
ん

と
共

き
ょ
う

生せ
い

し
て
き
た
生せ

い

活か
つ

の
基き

盤ば
ん

に
は
、
こ
う
い
う
生せ

い

命め
い

観か
ん

が
あ
っ
た
。

　

自し

然ぜ
ん

に
抱い

だ

か
れ
た
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
は
「
自し

然ぜ
ん

と
の
共

き
ょ
う

感か
ん

共
き
ょ
う

鳴め
い

」
を
し
て
い
て
、
そ
れ
が
日に

本ほ
ん

語ご

の
中な

か

に
も
残の

こ

っ
て
い
る
と

小こ

林ば
や
し

達た
つ

雄お

・
國こ

く

學が
く

院い
ん

大だ
い

學が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

す
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

は
擬ぎ

音お
ん

語ご

、
擬ぎ

声せ
い

語ご

が
豊ゆ

た

か
な
の
が
特と

く

徴ち
ょ
うだ
。
川か

わ

が
「
さ

ら
さ
ら
」
流な

が

れ
る
、風か

ぜ

が
「
そ
よ
そ
よ
」
吹ふ

く
、な
ど
で
あ
る
。

小こ

林ば
や
し

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
こ
う
語か

た

る
。

　
風か

ぜ

が
「
そ
よ
そ
よ
」
吹ふ

く
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
れ

は
風か

ぜ

が
吹ふ

い
て
、
音お

と

を
立た

て
て
い
る
の
で
は
な
い
。
さ
さ
や
い

て
い
る
の
で
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言い

う
と
、
音お

と

を
、
聞き

き
耳み

み

を
立た

て
て

キ
ャッ
チ
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自し

然ぜ
ん

が
発は

っ

す
る
声こ

え

を
聞き

い

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
縄じ

ょ
う

文も
ん

人じ
ん

た
ち
の

　
　
　
　
「
持じ

続ぞ
く

可か

能の
う

な
開か

い

発は
つ

」

（３） ２０１８年第５１１２号 	１０月	２７日	（土曜日）

青
あお

森
もり

県
けん

大
おお

平
だい

山
やま

元
もと

遺
い

跡
せき

で出
しゅつ

土
ど

した草
そう

創
そう

期
き

の土
ど

器
き

片
へん

て
い
る
の
で
す
。
音お

と

で
は
な
く
て
「
声こ

え

」
で
す
。・
・
・［
４
，　

１
２
７
１
］

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

は
、
人に

ん

間げ
ん

同ど
う

士し

で
互た

が

い
に
語か

た

り
合あ

う
よ
う
に
、
自し

然ぜ
ん

の
「
声こ

え

」
に
も
聞き

き
入い

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

人に
ん

間げ
ん

が
自し

然ぜ
ん

の
円え

ん

の
中な

か

で
生い

か
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
人に

ん

間げ
ん

同ど
う

士し

も
そ
の
円え

ん

の
中な

か

で
、
生う

ま
れ
、
育そ

だ

ち
、
年と

し

老お

い
、
そ

し
て
子し

孫そ
ん

を
残の

こ

し
て
死し

ん
で
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は

階か
い

級き
ゅ
う

分ぶ
ん

化か

も
あ
り
え
ず
、
す
べ
て
の
人に

ん

間げ
ん

は
平

び
ょ
う

等ど
う

だ
っ
た
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

は
集

し
ゅ
う

落ら
く

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
円え

ん

形け
い

の
広ひ

ろ

場ば

を
作つ

く

り
、
そ
こ
で

自し

然ぜ
ん

を
司

つ
か
さ
どる
精せ

い

霊れ
い

を
祀ま

つ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
周ま

わ

り
に
竪た

て

穴あ
な

住じ
ゅ
う

居き
ょ

を
円え

ん

の
形か

た
ちに
配は

い

置ち

し
た
。
ど
の
家い

え

も
神し

ん

聖せ
い

な
広ひ

ろ

場ば

か
ら

は
等と

う

距き
ょ

離り

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
環か

ん

状じ
ょ
う

集し
ゅ
う

落ら
く

」
は
５
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

頃こ
ろ

か
ら
、
東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

か
ら
中

ち
ゅ
う

部ぶ

地ち

方ほ
う

ま
で
広ひ

ろ

い
範は

ん

囲い

で
作つ

く

ら
れ
た
。

　

後の
ち

に
神じ

ん

社じ
ゃ

が
で
き
る
と
、
そ
の
祭ま

つ

り
で
、
歌う

た

や
踊お

ど

り
に
興き

ょ
うじ

た
り
、
神み

輿こ
し

と
と
も
に
練ね

り
歩あ

る

い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

縄じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

か
ら
同ど

う

様よ
う

の
祭ま

つ

り
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
特と

く

に
盆ぼ

ん

踊お
ど

り
は
「
円え

ん

」
を
作つ

く

っ
て
、
一い

っ

緒し
ょ

に
回ま

わ

る
。
こ
う
し
て
、
み
ん
な

で
一い

っ

緒し
ょ

に
楽た

の

し
む
と
共と

も

に
、
精せ

い

霊れ
い

た
ち
を
喜よ

ろ
こ
ば
せ
た
。

　

人に
ん

間げ
ん

が
明あ

か

る
く
楽た

の

し
く
過す

ご
す
こ
と
が
、
精せ

い

霊れ
い

に
活か

つ

力
り
ょ
く

を
与あ

た

え
て
元げ

ん

気き

に
す
る
最も

っ
と
も
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
と
さ
れ
た
。
特と

く

に

縁え
ん

あ
る
男だ

ん

女じ
ょ

が
結む

す

ば
れ
て
、
明あ

か

る
い
気き

持も

ち
で
仲な

か

良よ

く
過す

ご

し
、
多お

お

く
の
子こ

供ど
も

を
つ
く
る
事こ

と

を
縁え

ん

産む

霊す
び

と
呼よ

び
、
人ひ

と

々び
と

は

夫ふ
う

婦ふ

に
な
っ
た
二ふ

た

人り

を
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

し
て
、賑に

ぎ

や
か
な
婚こ

ん

礼れ
い

を
開ひ

ら

い
た
。

「
円え

ん

」
は
「
縁え

ん

」
で
も
あ
る
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

に
は
各か

く

地ち

の
集

し
ゅ
う

落ら
く

間か
ん

で
広こ

う

域い
き

の
交こ

う

易え
き

が
行お

こ
な
わ
れ

て
い
た
。
新に

い

潟が
た

県け
ん

糸い
と

魚い

川が
わ

市し

の
山さ

ん

中ち
ゅ
うで
上

じ
ょ
う

質し
つ

な
ヒ
ス
イ
が
採と

れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
ヒ
ス
イ
を
用も

ち

い
た
勾ま

が

玉た
ま

の
祭さ

い

器き

が

日に

本ほ
ん

全ぜ
ん

国こ
く

か
ら
出

し
ゅ
つ

土ど

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
秋あ

き

田た

、
山や

ま

形が
た

、
新に

い

潟が
た

の
油ゆ

田で
ん

地ち

帯た
い

で
は
、
石せ

き

油ゆ

が

地ち

上じ
ょ
うに
染し

み
出だ

し
て
で
き
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
採と

れ
る
。
こ
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
、
石い

し

の
矢や

尻じ
り

を
矢や

柄へ
い

の
先せ

ん

端た
ん

に
く
っ
つ
け
た

り
、
壊こ

わ

れ
た
土ど

器き

を
修

し
ゅ
う

理り

す
る
接せ

っ

着ち
ゃ
く

剤ざ
い

と
し
て
使つ

か

わ
れ
る
が
、

こ
れ
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
使つ

か

っ
た
出

し
ゅ
つ

土ど

品ひ
ん

が
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

南な
ん

端た
ん

か

ら
、東と

う

北ほ
く

地ち

方ほ
う

全ぜ
ん

域い
き

、北ほ
く

陸り
く

地ち

方ほ
う

に
及お

よ

ぶ
広ひ

ろ

い
範は

ん

囲い

で
見み

つ
か
っ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
交こ

う

易え
き

が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。
た
と
え
ば

青あ
お

森も
り

の
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

の
集

し
ゅ
う

落ら
く

で
祭ま

つ

り
に
ヒ
ス
イ
が
必ひ

つ

要よ
う

と
な
る

と
、
集

し
ゅ
う

落ら
く

の
中な

か

か
ら
選え

ら

ば
れ
た
勇ゆ

う

者し
ゃ

た
ち
が
ヒ
ス
イ
の
採と

れ
る

新に
い

潟が
た

の
糸い

と

魚い

川が
わ

近き
ん

辺ぺ
ん

ま
で
出で

か
け
て
い
く
。
そ
う
い
う
旅た

び

人び
と

が

来く

る
と
、
糸い

と

魚い

川が
わ

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

は
快

こ
こ
ろ
よく
場ば

所し
ょ

を
教お

し

え
て
や
る
。
す
べ

て
の
自し

然ぜ
ん

物ぶ
つ

は
精せ

い

霊れ
い

の
恵め

ぐ

み
な
の
で
、
彼か

れ

ら
が
独ど

く

占せ
ん

す
べ
き
も

の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　

武た
け

光み
つ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
こ
れ
が
「
旅た

び

」
の
始は

じ

ま
り
だ
と
指し

摘て
き

す
る
。

「
旅た

び

」
と
は
「
賜た

べ
」、
す
な
わ
ち
「
何な

に

か
を
下く

だ

さ
い
」
と
い

う
言こ

と

葉ば

か
ら
出で

た
。
自じ

分ぶ
ん

が
欲ほ

し
い
物も

の

が
あ
る
所と

こ
ろに
行い

っ
て
、

そ
こ
の
集

し
ゅ
う

落ら
く

に
「
何な

に

々な
に

を
賜た

べ
（
く
だ
さ
い
）」
と
お
願ね

が

い
す

る
行こ

う

為い

が
旅た

び

だ
っ
た
。

　

旅た
び

人ひ
と

た
ち
は
、
糸い

と

魚い

川が
わ

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

に
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
集

し
ゅ
う

落ら
く

の
話

は
な
し

を
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
自じ

分ぶ
ん

の
集

し
ゅ
う

落ら
く

か
ら
何な

に

か
、
お
返か

え

し
に

持も

っ
て
こ
ら
れ
る
物も

の

を
知し

る
。
そ
し
て
、
次じ

回か
い

、
ヒ
ス
イ
を
求も

と

め
て
ま
た
旅た

び

人び
と

が
や
っ
て
来く

る
時と

き

に
は
、
そ
れ
を
贈お

く

り
物も

の

と
し

て
持じ

参さ
ん

す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
旅た

び

人び
と

は
、
貴き

重ち
ょ
うな
情

じ
ょ
う

報ほ
う

や
贈お

く

り
物も

の

を
も
っ
て
き
て

く
れ
る
「
ま
れ
に
し
か
来く

る
こ
と
の
な
い
大た

い

切せ
つ

な
客

き
ゃ
く

人じ
ん

」
と
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
ま
れ
人び

と

」
の
語ご

源げ
ん

で
あ
る
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

に
は
、
こ
の
よ
う
に
全ぜ

ん

国こ
く

の
村そ

ん

落ら
く

が
交こ

う

易え
き

、
交こ

う

流り
ゅ
う、
友ゆ

う

好こ
う

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結む

す

ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
「
円え

ん

の
思し

想そ
う

」
の
表あ

ら
われ
で
あ
ろ
う
。

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
遺い

跡せ
き

、三さ
ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

遺い

跡せ
き

に
関か

ん

し
て
、

自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

版ば
ん

の
中

ち
ゅ
う

学が
く

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
て
い
る
。

　
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
る
縄

じ
ょ
う

文も
ん

時じ

代だ
い

の
大お

お

き
な
特と

く

徴ち
ょ
うは
、
遺い

跡せ
き

か
ら
戦せ

ん

争そ
う

の
武ぶ

器き

が
出

し
ゅ
つ

土ど

し
な
い
こ
と
で
す
。
三さ

ん

内な
い

丸ま
る

山や
ま

の
よ
う
な
巨き

ょ

大だ
い

遺い

跡せ
き

か
ら
で
さ
え
、
動ど

う

物ぶ
つ

を
狩か

る
た
め
の
弓ゆ

み

矢や

や
槍や

り

は
あ
り
ま
し
た
が
、武ぶ

器き

は
見み

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
た
が
い
が
助た

す

け
合あ

う
和わ

の
社し

ゃ

会か
い

が
維い

持じ

さ
れ
、
精せ

い

神し
ん

的て
き

な

豊ゆ
た

か
さ
を
持も

ち
合あ

わ
せ
た
社し

ゃ

会か
い

で
あ
っ
た
と
考か

ん
がえ
ら
れ
ま
す
。

私わ
た
した
ち
の
祖そ

先せ
ん

で
あ
る
縄

じ
ょ
う

文も
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
、「
和わ

の
文ぶ

ん

明め
い

」
と
も

呼よ

べ
る
こ
の
よ
う
な
お
だ
や
か
な
社し

ゃ

会か
い

を
築き

ず

い
て
い
た
の
で
す
。

［
５
，　
Ｐ
３
３
］

　

土と

地ち

も
ヒ
ス
イ
も
魚さ

か
な
も
、す
べ
て
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
と
考か

ん
が
え
れ
ば
、

そ
こ
に
は
私し

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

と
い
う
概が

い

念ね
ん

は
生し

ょ
う
じ
得え

な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み
を
人ひ

と

々び
と

が
感か

ん

謝し
ゃ

し
つ
つ
、
使つ

か

い
す

ぎ
な
い
よ
う
に
注

ち
ゅ
う

意い

深ぶ
か

く
使つ

か

っ
て
い
る
社し

ゃ

会か
い

で
は
、
争あ

ら
そい
は
生う

ま
れ
な
い
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
農の

う

耕こ
う

社し
ゃ

会か
い

で
は
、
自じ

分ぶ
ん

が
汗あ

せ

水み
ず

垂た

ら
し
て
耕た

が
や
し
て

作つ
く
っ
た
畑は

た
けは
自じ

分ぶ
ん

の
も
の
だ
、
と
い
う
意い

識し
き

が
生し

ょ
う
ず
る
。
そ
の

土と

地ち

を
増ふ

や
そ
う
と
す
る
と
、
土と

地ち

を
巡め

ぐ
っ
て
隣り

ん

人じ
ん

と
争あ

ら
そい
が

生し
ょ
うず
る
。

　

北ほ
く

米べ
い

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

と
同ど

う

様よ
う

の
精せ

い

神し
ん

を
持も

っ
て

い
た
よ
う
だ
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
が
辿た

ど

り
着つ

い

た
時と

き

、彼か
れ

ら
は
「
ま
れ
人び

と

」
と
し
て
温あ

た
たか
く
迎む

か

え
た
。
し
か
し
、

そ
の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
は
土と

地ち

を
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
財ざ

い

産さ
ん

と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし

て
、イ
ン
デ
ィ
ア
ン
を
駆く

逐ち
く

し
始は

じ

め
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
た
ち
は
、

自し

然ぜ
ん

の
精せ

い

霊れ
い

が
与あ

た

え
て
く
れ
た
大だ

い

地ち

を
、
な
ぜ
特と

く

定て
い

の
人に

ん

間げ
ん

が
自じ

分ぶ
ん

の
所し

ょ

有ゆ
う

物ぶ
つ

だ
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
の
か
、理り

解か
い

で
き
な
か
っ
た
。

　

農の
う

業ぎ
ょ
う・
牧ぼ

く

畜ち
く

を
始は

じ

め
た
人に

ん

間げ
ん

は
、
自し

然ぜ
ん

環か
ん

境き
ょ
うを
破は

壊か
い

し
、

土と

地ち

を
巡め

ぐ

っ
て
争あ

ら
そ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
継け

い

承し
ょ
うさ
れ
た

環か
ん

境き
ょ
う

破は

壊か
い

と
戦せ

ん

争そ
う

が
、
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

に
も
大お

お

き
な
危き

機き

を
も
た

ら
し
て
い
る
。
そ
の
一い

っ

方ぽ
う

で
「
円え

ん

の
思し

想そ
う

」
を
継け

い

承し
ょ
うし
た
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

は
和わ

を
大た

い

切せ
つ

に
し
、
環か

ん

境き
ょ
うと
の
共

き
ょ
う

存ぞ
ん

共き
ょ
う

栄え
い

を
実じ

つ

現げ
ん

し
て

い
る
。
小こ

林ば
や
し

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
結け

つ

論ろ
ん

づ
け
て
い
る
。

　
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
農の

う

耕こ
う

が
始は

じ

ま
る
ま
で
の
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
続つ

づ

い

た
自し

然ぜ
ん

と
の
共

き
ょ
う

生せ
い

の
体た

い

験け
ん

の
中な

か

で
縄

じ
ょ
う

文も
ん

世せ

界か
い

観か
ん

が
醸

じ
ょ
う

成せ
い

さ
れ
、

日に
っ

本ぽ
ん

人じ
ん

的て
き

心こ
こ
ろの
基き

盤ば
ん

が
形け

い

成せ
い

さ
れ
て
い
っ
た
と
言い

え
ま
す
。
そ

れ
は
、
文ぶ

ん

明め
い

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

が
ど
こ
も
体た

い

験け
ん

す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

　

１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
う
も
自し

然ぜ
ん

と
共き

ょ
う
生せ

い

し
、
平へ

い

和わ

が
続つ

づ

い
た
縄じ

ょ
う
文も

ん

時じ

代だ
い

は
「
文ぶ

ん

明め
い

先せ
ん

進し
ん

国こ
く

が
ど
こ
も
体た

い

験け
ん

す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
貴き

重ち
ょ
う
な
時じ

間か
ん

」
だ
っ
た
。

４
．
定て

い

住じ
ゅ
う

と
知ち

識し
き

・
技ぎ

術じ
ゅ
つ

の
進し

ん

化か

７
．「
旅た

び

」
と
「
ま
れ
人び

と

」

５
．
縄じ

ょ
う

文も
ん

人じ
ん

の
円え

ん

の
思し

想そ
う

た
貴き

重ち
ょ
うな
時じ

間か
ん

だ
っ
た
と
も
言い

え
ま
す
。［
４
，　
１
３
１
７
］

　

そ
の
よ
う
な
世せ

界か
い

で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
１
万ま

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
の
時じ

間か
ん

を
経け

い

験け
ん

し
た
我わ

れ

々わ
れ

は
、
そ
こ
で
学ま

な

ん
だ
事こ

と

を
世せ

界か
い

に
示し

め

し

て
い
く
責せ

き

務む

が
あ
る
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
「
い
の
ち
の
結む

す

び
―
現げ

ん

代だ
い

科か

学が
く

と
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

明め
い

」、
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な
い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
８

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

１
．『
日に

本ほ
ん

の
歴れ

き

史し

０
１　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

の
生せ

い

活か
つ

誌し

』、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

学が
く

術
じ
ゅ
つ

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
２
０

３
．
数す

う

百ひ
ゃ
く

種し
ゅ

類る
い

の
食し

ょ
く

材ざ
い

を

        

旬し
ゅ
ん

を
考か

ん
が

え
な
が
ら
採と

っ
て
い
た

６
．
す
べ
て
の
人ひ

と

が
平び

ょ
う

等ど
う

だ
っ
た

        

環か
ん

状じ
ょ
う

集し
ゅ
う

落ら
く

８
．
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ユ
ニ
ー
ク
な
経け

い

験け
ん

２
．　

上う
え

田だ

篤あ
つ
し『
縄

じ
ょ
う

文も
ん

人じ
ん

に
学ま

な

ぶ
』、
新し

ん

潮ち
ょ
う

新し
ん

書し
ょ

、
Ｈ

２
５

３
．　

武た
け

光み
つ

誠ま
こ
と『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な

ら
知し

っ
て
お
き
た
い
日に

本ほ
ん

』、

育い
く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

４
．
小こ

林ば
や
し

達た
つ

雄お

『
縄

じ
ょ
う

文も
ん

文ぶ
ん

化か

が
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
未み

来ら
い

を
拓ひ

ら

く

【
電で

ん

子し

特と
く

別べ
つ

版ば
ん

】』、
徳と

く

間ま

書し
ょ

店て
ん

、
Ｈ
３
０

５
．　
『
中

ち
ゅ
う

学が
く

社し
ゃ

会か
い

新あ
た
らし
い

歴れ
き

史し

教き
ょ
う

科か

書し
ょ　

新し
ん

版ぱ
ん　
［
平へ

い

成せ
い

２
８
年ね

ん

度ど

採さ
い

用よ
う

］　
』、
自じ

由ゆ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
７
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Premiê japonês diz que relações sino-
japonesas entram em uma nova fase Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Diplomacia (26/10/2018)

O primeiro-ministro ja-
ponês, Shinzo Abe, diz 
que a relação entre o Japão 
e a China está entrando em 
uma nova fase, mudando 
da condição de competi-
ção para a de cooperação. 
Ele terminou as conversa-
ções com o premiê chinês 
Li Keqiang, nesta sexta-
feira.
Abe é o primeiro premiê 
japonês a fazer uma visita 
oficial a Pequim em sete 
anos, em meio às melhoras 
das relações entre os dois 
países.
Em uma entrevista à im-
prensa, Abe disse o se-
guinte: “O Japão e a China 
são fortes parceiros e não 
serão uma ameaça um ao 
outro. O premiê Li e eu 
reafirmamos este princípio 
nas conversações que tive-
mos há pouco.”

Por sua vez, o premiê chi-
nês Li afirmou: “Necessi-
tamos avançar para sempre 
as relações sino-japonesas 
e nos assegurarmos de evi-
tar novos contratempos”.
Abe citou que as duas par-
tes se comprometeram a 
trabalhar para assegurar a 
segurança nas águas.
Ele disse: “Concordamos 
em cooperar para lidar 
com os acidentes marí-
timos no Mar da China 
Oriental e trabalhar para 
a expansão de uma meca-
nismo de comunicação, 
estabelecendo rapidamen-
te uma linha direta entre 
as autoridades do setor de 
defesa, de modo que pos-
samos fazer o Mar da Chi-
na Oriental um mar de paz, 
cooperação e amizade”.
Li disse que eles concorda-
ram, também, com relação 

à importância do livre co-
mércio.
Ele disse: “A situação ao 
redor do mundo é instá-
vel, com aumento de in-
certezas e uma crescente 
tendência contra a globali-
zação. Concordamos que, 
como países que têm gran-
de influência na região e 
no mundo, precisamos ati-
vamente proteger o livre 
comércio”.
Outra questão chave que 
eles discutiram foi a da 
Coreia do Norte.
Abe disse: “O Japão e a 
China têm uma grande res-
ponsabilidade para asse-
gurar a paz e a estabilidade 
nesta região. Concorda-
mos em cumprir essa res-
ponsabilidade cooperando 
um com o outro para con-
seguir a desnuclearização 
da Coreia do Norte, que é 

uma meta comum de am-
bas as nações”.
Outra prioridade de Abe 
é solucionar a questão 
dos sequestros. O Japão 
mantém que agentes nor-
te-coreanos sequestraram 
vários cidadãos japone-
ses nas décadas de 1970 e 
1980.
Li declarou: “Nestes últi-
mos tempos, têm havido 
oportunidades para a re-
alização de diálogos na 
Península Coreana. Apre-
ciamos esta tendência feita 
por todas as partes. Ambos 
concordamos em desen-
volver ainda mais a comu-
nicação e a cooperação na 
questão nuclear norte-co-
reana. A China apoia os es-
forços do Japão para me-
lhorar suas relações com a 
Coreia do Norte através do 
diálogo e resolver as ques-
tões pendentes”.

Palavra-chave: O tratado de paz 
e amizade entre Japão e China

Diplomacia  (25/10/2018)

Neste ano, comemora-
se o 40º aniversário do 
tratado bilateral de paz e 
amizade entre o Japão e 
a China. Ele foi assina-
do em 12 de agosto de 
1978, com base na nor-
malização das relações 
diplomáticas em 1972. 
O tratado diz que os dois 
países desenvolverão la-
ços de amizade baseados 
nos princípios de respei-
to mútuo pela soberania 
e integridade territorial, 
além de não agressão mú-
tua. Ele é a fundação das 
atuais relações entre o Ja-
pão e a China.
Desde o estabelecimen-
to de laços diplomáticos, 
os dois países têm estrei-
tado a interdependência 

sobretudo em questões 
econômicas, mas tam-
bém se confrontaram por 
diversas vezes devido a 
questões históricas e de 
segurança. As relações 
bilaterais pioraram há 
seis anos, quando o go-
verno japonês adquiriu 
parte das Ilhas Senkaku 
de um proprietário par-
ticular do país, em 2012, 
desencadeando protestos 
antinipônicos de grande 
escala na China. O Japão 
controla as ilhas situadas 
no Mar da China Orien-
tal. China e Taiwan as 
reivindicam. Contudo, 
recentemente, os laços 
bilaterais melhoraram até 
um determinado patamar 
em que conversações en-

As duas Coreias e o Comando 
da ONU terminam remoção 
de armas no vilarejo de 
armistício de Panmunjom

Trump mobiliza militares 
para terminar com migração

Coreia (26/10/2018)

Migração (26/10/2018)

O Ministério da Defesa 
da Coreia do Sul declarou 
que os militares das duas 
Coreias e o Comando da 
ONU terminaram a remo-
ção de armas de uma área 
controlada em conjunto 
no vilarejo de armistício 
de Panmunjom.
O ministério disse, na 
quinta-feira, que as três 
partes terminaram a remo-
ção de armas, munição e 
postos de guarda da Área 
Conjunta de Segurança, 
conhecida pela sigla JSA.
As duas Coreias permane-
cerão tendo 35 ou menos 
pessoal desarmado em 
dita zona.
A mídia sul-coreana rela-
tou que turistas e outros 

O presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
declarou que tenciona en-
viar tropas para a fronteira 
com o México, de forma a 
evitar que milhares de mi-
grantes ingressem no país.
Autoridades do estado su-
lino mexicano de Chiapas 
afirmam que o número 
de migrantes da América 
Central rumando para o 
norte, em direção da fron-
teira com os Estados Uni-
dos, chegou a 6 mil desde 
que iniciaram o desloca-
mento cerca de duas se-
manas atrás.
Trump colocou uma 
mensagem no Twitter, na 

serão permitidos a circu-
larem livremente cruzan-
do a fronteira interna da 
JSA, a partir de mês que 
vem.
A Área Conjunta de Segu-
rança não fora desmilita-
rizada desde que soldados 
norte-coreanos mataram 
dois oficiais militares 
americanos no local em 
1976.
Na reunião de cúpula in-
tercoreana do mês pas-
sado, os dois países con-
cordaram em suavizar a 
tensão militar. Eles ter-
minaram a eliminação de 
minas terrestres na zona 
de armistício, no sábado 
passado.

quinta-feira, na qual afir-
ma que os Estados Unidos 
não vão permitir entradas 
ilegais. Ele disse que “en-
volverá os militares para 
enfrentar esta Emergência 
Nacional”.
Existem atualmente cer-
ca de 2 mil membros da 
Guarda Nacional posicio-
nados ao longo da frontei-
ra.
A mídia americana afirma 
que James Mattis, Secre-
tário da Defesa, deverá 
deslocar pelo menos 800 
soldados da ativa para re-
forçar a proteção da fron-
teira.

tre líderes e negociações 
de nível ministerial têm 
ocorrido com frequência.
Segundo o corresponden-
te da NHK, Tomoki Mat-
suda, por trás do acalora-
mento das relações está a 
disputa comercial entre a 
China e os Estados Uni-
dos. O governo do presi-
dente americano Donald 
Trump impôs tarifas ele-
vadas sobre produtos chi-
neses como uma medida 
punitiva. O lado chinês, 
por sua vez, respondeu 
com altas tarifas sobre 
importações americanas. 
Em meio à piora das rela-
ções com os Estados Uni-
dos, a China tenta melho-
rar os laços com o Japão 
e outras nações asiáticas. 

Matsuda afirma que res-
taurar uma relação de 
confiança com o Japão, 
que é uma potência eco-
nômica, é muito benéfica 
para a China. Ele diz que 
também é importante que 
o Japão estreite os laços 
com a China e seu enorme 
mercado, já que a popula-
ção japonesa continua a 
encolher e envelhecer. O 
correspondente da NHK 
declara que Tóquio tem 
respondido de maneira 
positiva à mudança de 
atitude de Pequim.
O governo japonês espera 
que a ida do premiê Shin-
zo Abe à China resulte na 
visita do presidente chi-
nês Xi Jinping ao Japão. 
Quer ainda ver os líderes 
dos dois países fazendo 
visitas mútuas com regu-
laridade e que o Japão e a 
China fortaleçam as rela-
ções bilaterais.

China convida Japão a participar da 
iniciativa “Cinturão e Rota”

Diplomacia  (26/10/2018)

O premiê chinês Li Ke-
qiang convidou o Japão 
a trabalhar com a China 
em projetos, tais como 
o “Cinturão e Rota”, de 
iniciativa de Pequim, de 
modo a criar um gigantes-
ca zona econômica.
Na quinta-feira, Li falou 

em uma recepção reali-
zada em Pequim para co-
memorar os 40 anos desde 
que o tratado bilateral de 
paz e amizade entrou em 
vigor. O primeiro-minis-
tro do Japão, Shinzo Abe, 
também participou do 
evento.

Li disse que os dois países 
necessitam aprender da 
visão, sabedoria e cora-
gem dos políticos de gera-
ções anteriores e construir 
relações mais maduras e 
estáveis, condizentes com 
as tendências dos tempos.
Ele acrescentou que a 

China apreciaria se o Ja-
pão de juntasse ao projeto 
“Cinturão e Rota” e, jun-
tos, promovessem a coo-
peração em mercados de 
terceiros países.
Também enfatizou que a 
China e o Japão deveriam 
liderar um desenvolvi-
mento estável da econo-
mia global e que as duas 
nações necessitam prote-
ger o multilateralismo e o 
livre comércio.

Okinawa vai realizar referendo 
sobre transferência de base

“Loja de conveniência móvel” facilita a vida de 
idosos em complexo habitacional de Tóquio

Transferência de base militar (26/10/2018)

Negócios (26/10/2018)

A assembleia de Oki-
nawa resolveu realizar 
um referendo sobre um 
plano para a transferência 
de uma base dos Estados 
Unidos dentro da provín-
cia do sul do Japão. O plei-
to será realizado dentro de 
um período de seis meses 
a partir do anúncio oficial.
Na sexta-feira a assem-
bleia aprovou a proposta 

Muitos idosos, que mo-
ram em áreas urbanas, 
têm de se deslocar uma 
distância considerável 
para fazer compras do dia 
a dia, devido à falta de su-
permercados nas proximi-

com uma maioria de vo-
tos. As assinaturas de mais 
de 90 mil apoiadores do 
referendo já haviam sido 
entregues à província em 
setembro.
Os participantes terão de 
responder se aprovam ou 
não o plano para transferir 
a Base Aérea de Futenma 
de Fuzileiros Navais dos 
Estados Unidos da área 

dades. As chamadas “lojas 
de conveniência móveis” 
estão facilitando a vida 
dessas pessoas. Agora, a 
Seven-Eleven Japan, que 
lidera o setor, iniciou o 
serviço em Tóquio.

densamente populosa da 
cidade de Ginowan para 
um bairro com menor 
população da cidade de 
Nago.
Membros dos partidos 
que apoiam o governador 
Denny Tamaki votaram 
a favor do referendo. Em 
setembro Tamaki havia 
vencido a eleição para go-
vernador da província, e 
prometido impedir o plano 
de transferência da base 
que já havia sido firmado 
entre o Japão e os Estados 

Um caminhão visita, duas 
vezes por semana, um 
complexo habitacional 
onde vivem muitos ido-
sos. Estão à venda cerca 
de 150 produtos, incluin-
do alimentos. Muitas 

Unidos.
A assembleia da cidade 
de Ishigaki aprovou uma 
moção de oposição ao 
referendo no começo de 
outubro. Alguns dos 41 
municípios da província 
ainda não confirmaram se 
vão enviar funcionários 
para a realização do pleito.
O governo provincial dis-
se que vai coordenar os 
municípios para que o re-
ferendo possa ser realiza-
do em todas as partes de 
Okinawa.

dessas pessoas visitaram 
a loja na quinta-feira, no 
primeiro dia da operação. 
Elas compraram pão e co-
midas prontas.
A Lawson e a Familymart, 
concorrentes da Seven
-Eleven, também operam 
lojas de conveniência do 
gênero em algumas áreas.





市し

長ち
ょ
うら
が
平へ

い

服ふ
く

で
姿す

が
た

を
現あ

ら
わ

し
、

仲な
か

良よ

く
朝

ち
ょ
う

食し
ょ
く

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
始は

じ

め
た
。
昨さ

く

晩ば
ん

の
式し

き

典て
ん

開か
い

始し

の
遅お

く

れ
を
気き

に
す
る
様よ

う

子す

も
な
く
、
親し

ん

密み
つ

な
信し

ん

頼ら
い

関か
ん

係け
い

が
築き

ず

か
れ
て
い
る
こ
と
が
場ば

の

雰ふ
ん

囲い

気き

か
ら
伺う

か
が

わ
れ
た
。
そ

の
後ご

、
中な

か

津つ

川が
わ

の
一い

っ

行こ
う

は
サ

ン
ト
ス
で
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

関か
ん

連れ
ん

を

視し

察さ
つ

し
た
後あ

と

、
リ
オ
に
立た

ち

寄よ

り
、
２
３
日に

ち

に
帰き

路ろ

に
着つ

　
レ
ジ
ス
ト
ロ
中な

か

津つ

川が
わ

姉し

妹ま
い

都と

市し

協き
ょ
う

会か
い

（
高た

か

橋は
し

邦く
に

彦ひ
こ

会か
い

長ち
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

３
８
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
レ
ジ
ス
ト
ロ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

入に
ゅ
う

植し
ょ
く１
０
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
式し

き

典て
ん

が
２
０
日か

晩ば
ん

、
レ
ジ
ス
ト
ロ
文ぶ

ん

協き
ょ
う

会か
い

館か
ん

で
行お

こ
な
わ
れ
、

約や
く

１
３
０
人に

ん

が
盛せ

い

大だ
い

に
お
祝い

わ

い
し
た
。
首し

ゅ

都と

か
ら
は
サ
ム
エ
ル
・
モ
レ
イ
ラ
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

、
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

中な
か

津つ

川が
わ

市し

か
ら
青あ

お

山や
ま

節せ
つ

児じ

市し

長ち
ょ
うや
中な

か

津つ

川が
わ

姉し

妹ま
い

都と

市し

友ゆ
う

好こ
う

推す
い

進し
ん

協き
ょ
う

会か
い

の
杉す

ぎ

本も
と

潤じ
ゅ
ん

会か
い

長ち
ょ
う（
訪ほ

う

問も
ん

団だ
ん

団だ
ん

長ち
ょ
う）
ら
１
７
人に

ん

の
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

、
聖せ

い

市し

か
ら
も
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

１
３
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
た
。

い
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

熟
じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

が
発は

っ

行こ
う

す
る
『
ブ
ラ
ジ
ル
老ろ

う

荘そ
う

の

友と
も

』
は
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版ば

ん

４

ペ
ー
ジ
だ
が
中な

か

身み

が
濃こ

い
。

炭た
ん

坑こ
う

節ぶ
し

の
替か

え
歌う

た

《
う
ち
の

娘む
す
めは　

よ
そ
の
嫁よ

め　

ヨ
イ
ヨ

イ
／
よ
そ
の
娘む

す
め

が
う
ち
の
嫁よ

め　

三さ
ん

千ぜ
ん

世せ

界か
い

を
歩あ

る

い
て
も
／
死し

に
水み

ず

と
る
の
は
う
ち
の
嫁よ

め　

に
頂い

た
だ
き
、
本ほ

ん

当と
う

に
感か

ん

謝し
ゃ

。
お

か
げ
で
市し

民み
ん

が
助た

す

か
っ
て
い

る
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

し
、
中な

か

津つ

川が
わ

の

杉す
ぎ

本も
と

会か
い

長ち
ょ
うも
「
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

が

行お
こ
なわ
れ
る
２
０
２
０
年ね

ん

に
は

中な
か

津つ

川が
わ

に
た
く
さ
ん
来き

て
ほ

し
い
。
２
０
２
７
年ね

ん

に
は
時じ

速そ
く

５
０
０
キ
ロ
の
リ
ニ
ア
新し

ん

幹か
ん

線せ
ん

駅え
き

が
で
き
、
地ち

域い
き

の
活か

っ

性せ
い

化か

と
国こ

く

際さ
い

化か

へ
の
期き

待た
い

が

膨ふ
く

ら
ん
で
い
る
。
も
っ
と
こ
の

よ
う
な
交こ

う

流り
ゅ
うを
深し

ん

化か

さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

青あ
お

山や
ま

市し

長ち
ょ
うは
「
市し

民み
ん

を
主し

ゅ

体た
い

と
し
た
交こ

う

流り
ゅ
うが
着

ち
ゃ
く

実じ
つ

に
根ね

付づ

き
、
受う

け
継つ

が
れ
て
い
る
。

２
０
２
０
年ね

ん

の
再さ

い

会か
い

を
期き

待た
い

し
て
い
ま
す
」
と
呼よ

び
か
け
、

モ
レ
イ
ラ
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

は
今こ

ん

回か
い

　

９
月が

つ

２
３
日に

ち

、
故ふ

る

郷さ
と

巡め
ぐ

り

４
日か

目め

。
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

時じ

刻こ
く

の
一い

ち

時じ

間か
ん

前ま
え

に
は
ほ
と
ん
ど
の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
荷に

物も
つ

を
抱か

か

え
、
ロ
ビ
ー

で
待た

い

機き

し
て
い
た
。
そ
の

間か
ん

、
故ふ

る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
の
常

じ
ょ
う

連れ
ん

で
サ

ン
パ
ウ
ロ
博は

く

物ぶ
つ

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

に
所し

ょ

属ぞ
く

す
る
小こ

山や
ま

徳と
く

さ
ん
が
、
受う

け

付つ
け

の
女じ

ょ

性せ
い

に
街が

い

路ろ

樹じ
ゅ

の
名な

前ま
え

を
質し

つ

問も
ん

し
て
い
た
。

　

そ
の
女じ

ょ

性せ
い

が
度ど

忘わ
す

れ
し
た

と
言い

っ
て
、
他た

の
職

し
ょ
く

員い
ん

に
聞き

い
て
戻も

ど

っ
て
く
る
と
「
オ
イ

チ
」
と
い
う
バ
ラ
科か

の
植

し
ょ
く

物ぶ
つ

だ
と
言い

う
。
そ
の
女じ

ょ

性せ
い

は

「
近ち

か

く
の
広ひ

ろ

場ば

に
野や

生せ
い

の
イ

ン
コ
が
た
く
さ
ん
。
も
う
見み

ま
し
た
か
」
と
尋た

ず

ね
、「
野や

鳥ち
ょ
う

観か
ん

察さ
つ

に
く
る
旅り

ょ

行こ
う

客き
ゃ
くも
い

る
く
ら
い
。
今こ

ん

度ど

来く

る
と
き

は
ぜ
ひ
見み

て
み
て
」
と
教お

し

え

て
く
れ
た
。

　

調し
ら

べ
た
ら
、
Ｇ
１
サ
イ
ト

１
６
年ね

ん

１
２
月が

つ

２
８
日に

ち

付づ
け

に
「
ル
リ
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ

が
サ
ン
タ
フ
ェ
・
ド
・
ス
ー

ル
を
繁は

ん

殖し
ょ
く

先さ
き

に
」
と
の
見み

出だ

し
。
そ
の
記き

事じ

に
よ
れ
ば
、

２
０
１
０
年ね

ん

か
ら
繁は

ん

殖し
ょ
く

期き

に

な
る
と
町ま

ち

に
や
っ
て
き
て
巣す

を
作つ

く

り
、
年ね

ん

々ね
ん

増ぞ
う

殖し
ょ
くし
て
い

る
。
そ
の
巣す

の
保ほ

護ご

と
観か

ん

察さ
つ

の
た
め
、
市し

民み
ん

団だ
ん

体た
い

「
ル
リ

コ
ン
ド
ウ
イ
ン
コ
・
プ
ロ
ジ

の
選せ

ん

挙き
ょ

で
再さ

い

選せ
ん

さ
れ
た
こ
と

ェ
ク
ト
」
ま
で
組そ

織し
き

さ
れ
、

野や

鳥ち
ょ
う

観か
ん

察さ
つ

が
秘ひ

そ

か
な
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

そ
ん
な
話は

な
し

を
し
て
い
る
う

ち
出

し
ゅ
っ

発ぱ
つ

時じ

刻こ
く

と
な
り
、
次つ

ぎ

の

目も
く

的て
き

地ち

で
あ
る
イ
ー
リ
ャ
・

ソ
ウ
テ
イ
ラ
に
向む

か
っ
た
。

現げ
ん

地ち

に
着つ

く
と
、
同ど

う

市し

観か
ん

光こ
う

局き
ょ
く

員い
ん

が
バ
ス
に
乗の

り
込こ

み
、

車し
ゃ

窓そ
う

か
ら
市し

内な
い

観か
ん

光こ
う

地ち

を
案あ

ん

内な
い

し
て
く
れ
た
。
こ
の
日ひ

は

休き
ゅ
う

日じ
つ

だ
っ
た
た
め
、
観か

ん

光こ
う

地ち

に
も
係か

か
わ

ら
ず
殆ほ

と

ん
ど
の
店み

せ

が

閉し

ま
っ
て
い
た
。
記き

念ね
ん

撮さ
つ

影え
い

を
す
る
と
い
う
の
で
下げ

車し
ゃ

し

た
と
こ
ろ
、
ベ
ン
チ
に
腰こ

し

掛か

来
らい

社
しゃ

した一
いっ

行
こう

ら
、
聖せ

い

市し

の
セ
ル
ジ
オ
・
カ

ル
ド
ー
ゾ
劇げ

き

場じ
ょ
う（R

ua R
ui 

B
arb

o
sa, 1

5
3

-B
ela 

V
ista

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは
４
０
レ
、
３
０
レ

の
２
席せ

き

。
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う、
学が

く

生せ
い

等な
ど

は
半は

ん

額が
く

。

　

０
９
年ね

ん

か
ら
開か

い

催さ
い

さ
れ
て

い
る
太た

い

鼓こ

シ
ョ
ー
。
今こ

ん

回か
い

は
、

わ
だ
ん
太た

い

鼓こ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

川か
わ

筋す
じ

清せ
い

流り
ゅ
う

太だ
い

鼓こ

、
心し

ん

響き
ょ
う

太た
い

鼓こ

、
気き

炎え
ん

太た
い

鼓こ

の
４
グ
ル
ー

プ
か
ら
総そ

う

勢ぜ
い

３
０
人に

ん

ほ
ど
が

出し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
。
公こ

う

演え
ん

時じ

間か
ん

は
お

よ
そ
８
０
分ぷ

ん

。

サ
ノ
ヨ
イ
ヨ
イ
》
も
傑け

っ

作さ
く

だ

が
、
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・
バ
ン

ブ
ー
の
歌う

た

（「
お
も
ち
ゃ
の

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
の
メ
ロ
デ

ィ
で
）
も
イ
イ
。
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

で
は

最さ
い

近き
ん

、
東と

う

洋よ
う

街が
い

の
ラ
ー
メ
ン

屋や

で
大た

い

量り
ょ
うの
割わ

り
箸ば

し

が
使つ

か

い

捨す

て
ら
れ
て
い
る
の
を
知し

り
、「
こ
れ
は
モ
ッ
タ
イ
ナ

イ
」
と
再さ

い

利り

用よ
う

を
考か

ん
が

え
「
肩か

た

叩た
た

き
」
に
し
た
そ
う
。
そ
れ

を
広ひ

ろ

め
る
の
に
こ
の
替か

え
歌う

た

ま
で
作つ

く

っ
た
わ
け
だ
。《
割わ

り
箸ば

し

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
／
わ
り

ば
し
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
／
竹た

け

の

割わ

り
箸ば

し

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
／
肩か

た

を
叩た

た

け
ば
軽か

る

く
な
り
／
腰こ

し

を

叩た
た

け
ば
シ
ャ
ン
と
伸の

び
／
足あ

し

を
叩た

た

け
ば
踊お

ど

り
だ
す
／
魔ま

法ほ
う

の
割わ

り
箸ば

し

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
》。

皆み
な

さ
ん
も
一ひ

と

つ
ど
う
で
す

か
？

杉す
ぎ

本も
と

会か
い

長ち
ょ
う

「
20
年ね

ん

は
岐ぎ

阜ふ

へ
」

友ゆ
う

好こ
う

の
絆き

ず
な

深ふ
か

め
再さ

い

会か
い

誓ち
か

う

け
て
い
た
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に
話は

な

し
か

け
て
み
た
。

　

夫お
っ
と

と
参さ

ん

加か

し
た
高た

か

松ま
つ

玖ひ
さ

枝え

さ
ん
（
香か

川が
わ

県け
ん

）
は
、
第だ

い

２
５
回か

い

か
ら
ほ
ぼ
毎ま

い

回か
い

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
に
参さ

ん

加か

し
て
い
る
常

じ
ょ
う

連れ
ん

だ
。「
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
一い

っ

世せ
い

も
少す

く

な
く
な
り
、
昔

む
か
し

両り
ょ
う

親し
ん

に
連つ

れ
添そ

っ
て
き
て
い
た
二に

世せ
い

の

世せ

代だ
い

に
移う

つ

り
変か

わ

っ
て
い
る
よ

う
。
今こ

ん

回か
い

は
初は

じ

め
て
顔か

お

を
見み

る
方ほ

う

が
た
く
さ
ん
だ
わ
」
と

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
若わ

か

手て

奏そ
う

者し
ゃ

勢せ
い

揃ぞ
ろ

い

太た
い

鼓こ

シ
ョ
ー
「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」
３
日か

た
。
そ
れ
で
、
主し

ゅ

人じ
ん

の
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
参さ

ん

加か

す
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。
旅た

び

先さ
き

で

は
色い

ろ

々い
ろ

な
人ひ

と

と
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め

ら
れ
る
し
、
外そ

と

に
出で

た
い
と

い
う
動ど

う

機き

付づ

け
に
も
な
る
か

ら
」
と
話は

な

し
、「
そ
う
い
っ

た
意い

味み

で
は
、
も
う
目も

く

標
ひ
ょ
う

は
達た

っ

成せ
い

さ
れ
た
ん
で
す
け
ど

ね
」
と
夫お

っ
と

と
顔か

お

を
見み

合あ

わ
せ
、

笑え

み
を
浮う

か
べ
た
。

　

高た
か

松ま
つ

さ
ん
と
話は

な

し
て
い
る

と
、
隣と

な
り

に
腰こ

し

掛か

け
て
い
た
婦ふ

人じ
ん

が
「
こ
の
辺あ

た

り
に
チ
エ
テ

移い

住じ
ゅ
う

地ち

が
あ
っ
て
、
親し

ん

族ぞ
く

が
住す

ん
で
い
た
の
よ
」
と
ポ

ツ
リ
と
語か

た

り
始は

じ

め
た
。
な
ん

で
も
「
親お

や

の
遺い

骨こ
つ

を
取と

り
に

後こ
う

年ね
ん

に
な
っ
て
親し

ん

族ぞ
く

が
訪お

と
ず

れ

た
と
こ
ろ
、
発は

つ

電で
ん

所じ
ょ

建け
ん

設せ
つ

で

墓ぼ

地ち

が
水み

ず

の
底そ

こ

に
沈し

ず

ん
で
お

り
、
仕し

方か
た

な
く
湖こ

畔は
ん

の
手て

前ま
え

の
土つ

ち

を
代か

わ
り
に
持も

っ
て
帰か

え

っ
た
」
の
だ
と
か
。

　
「
住す

ん
で
い
た
土と

地ち

が
湖

み
ず
う
み

の
底そ

こ

に
沈し

ず

み
、
移い

転て
ん

を
余よ

儀ぎ

な
く
さ
れ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

も
居い

た

ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
」
―
―

そ
ん
な
話は

な
し

を
し
て
い
る
う
ち

に
休

き
ゅ
う

憩け
い

時じ

間か
ん

も
終お

わ
り
、
婦ふ

人じ
ん

の
名な

前ま
え

を
聞き

き
そ
び
れ
た

ま
ま
、
バ
ス
に
乗の

り
込こ

ん
で

中
なか

津
つ

川
がわ

姉
し

妹
まい

都
と

市
し

３８周
しゅう

年
ねん

（７） ２０１８年第５１１２号 	１０月	２７日	（土曜日）

挨
あい

拶
さつ

する青
あお

山
やま

市
し

長
ちょう

街
まち

中
なか

に作
つく

られた人
じん

工
こう

巣
す

で繁
はん

殖
しょく

するア
ララ（市

し

民
みん

団
だん

体
たい

フェイスブックより）

レジス
ト ロ

を
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
上う

え

で
、「
我わ

れ

々わ
れ

は
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

か
ら
礼れ

い

儀ぎ

正た
だ

し

さ
、
倫り

ん

理り

や
道ど

う

徳と
く

な
ど
を
学ま

な

ん
だ
。
人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

や
民み

ん

族ぞ
く

問も
ん

題だ
い

が
世せ

界か
い

で
多た

発は
つ

す
る
中な

か

、

こ
の
よ
う
な
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

や
交こ

う

流り
ゅ
うは
世せ

界か
い

へ
の
模も

範は
ん

だ
」
と

力り
き

説せ
つ

し
た
。

　

地じ

元も
と

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
清せ

い

丸ま
る

米よ
ね

子こ

さ
ん
（
８
５
、
レ
ジ
ス
ト

ロ
生う

ま
れ
）
は
「
私わ

た
し
は
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

後ご

、
８
１
年ね

ん

に
最さ

い

バ
タ
し
て
い
る
う
ち
に
遅お

く

れ

た
模も

様よ
う

。
急き

ゅ
う

き
ょ
、
ヴ
ァ
ー

レ
・
ド
・
リ
ベ
イ
ラ
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

の
山や

ま

村む
ら

敏と
し

明あ
き

会か
い

長
ち
ょ
う

が
臨り

ん

時じ

通つ
う

訳や
く

を
務つ

と

め
る
な
ど

し
て
何な

ん

と
か
乗の

り
切き

る
一ひ

と

幕ま
く

も
。
記き

者し
ゃ

ら
は
中な

か

津つ

川が
わ

使し

節せ
つ

団だ
ん

と
同お

な

じ
ホ
テ
ル
に
宿

し
ゅ
く

泊は
く

し

た
関か

ん

係け
い

で
、
翌よ

く

朝あ
さ

た
ま
た
ま

朝ち
ょ
う

食し
ょ
く

時じ

に
再さ

い

度ど

顔か
お

を
合あ

わ
せ

た
。
ま
も
な
く
レ
ジ
ス
ト
ロ

　

レ
ジ
ス
ト
ロ
中な

か

津つ

川が
わ

姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

３
８
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
式し

き

典て
ん

は
、
午ご

後ご

６
時じ

開か
い

始し

予よ

定て
い

だ

っ
た
が
、
始は

じ

ま
っ
た
の
は
ほ

ぼ
７
時じ

。
ど
う
や
ら
通つ

う

訳や
く

が

突と
つ

然ぜ
ん

来こ

れ
な
く
な
り
、
ド
タ

（７）

様さ
ま

々ざ
ま

な
思お

も

い
を
抱か

か

え
る
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ア
ラ
ラ
繁は

ん

殖し
ょ
く

、
隠か

く

れ
た
人に

ん

気き

者も
の

？

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務つ

と

め

る
青あ

お

山や
ま

明あ
き

政ま
さ

さ
ん
に
よ
れ
ば
、

０
２
年ね

ん

か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小お

田だ

幸ゆ
き

久ひ
さ

氏し

が
全ぜ

ん

伯は
く

各か
く

地ち

を
巡め

ぐ

っ
て
指し

導ど
う

し
た
こ
と
が
太た

い

鼓こ

ブ
ー
ム

の
火ひ

付つ

け
役や

く

と
な
り
、
そ
の

下も
と

で
発ほ

っ

足そ
く

し
た
太た

い

鼓こ

グ
ル
ー

プ
な
ど
が
、
０
９
年ね

ん

に
共

き
ょ
う

同ど
う

で
始は

じ

め
た
の
が
こ
の
シ
ョ
ー

だ
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

出し
ゅ
つ

演え
ん

す
る
グ
ル
ー
プ

は
普ふ

段だ
ん

か
ら
交こ

う

流り
ゅ
う

が
あ
り
、

技ぎ

術じ
ゅ
つや
知ち

識し
き

を
互た

が

い
交こ

う

換か
ん

し
、

切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
な
が
ら
稽け

い

古こ

に

励は
げ

ん
で
き
た
。
２
カ
月げ

つ

近ち
か

く

前ま
え

か
ら
音お

と

や
動ど

う

作さ

合あ

わ
せ
な

ど
の
練れ

ん

習し
ゅ
う
を
重か

さ

ね
て
き
て
お

り
、
合ご

う

同ど
う

演え
ん

奏そ
う

も
見み

所ど
こ
ろの
一ひ

と

つ
だ
。

　

青あ
お

木き

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

「
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
や
っ
て
き
た

子こ

供ど
も

の
太た

い

鼓こ

奏そ
う

者し
ゃ

や
そ
れ
を

裏う
ら

か
ら
支さ

さ

え
る
父ふ

母ぼ

。
そ
し

て
、
観か

ん

客き
ゃ
くの
皆み

な

さ
ん
が
一い

っ

体た
い

と
な
っ
て
和わ

を
も
て
れ
ば
」
と

期き

待た
い

を
寄よ

せ
、
気き

炎え
ん

太た
い

鼓こ

の

ヤ
マ
ウ
チ
・
ア
イ
キ
・
ル
ー

カ
ス
さ
ん
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・

レ
ア
ウ
さ
ん
も
「
非ひ

常じ
ょ
うに
わ

く
わ
く
し
て
い
る
。
会か

い

場じ
ょ
う
と

一い
っ

体た
い

と
な
る
シ
ョ
ー
が
で
き
れ

ば
」
と
意い

気き

込ご

み
を
語か

た

っ
た
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
イ
ン
グ
レ
ッ

ソ
・
ハ
ピ
ド
（h

ttp
s://

w
w

w
.in

g
ressorap

i -
d

o
.co

m
.b

r/

）
で
購こ

う

入
に
ゅ
う

で
き
る
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
（
１
１ 

・
９
９
９
５
６
・
４
１
７
１

／
９
９
９
８
２
・
６
１
７
８
）

ま
で
。

岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

人
じん

会
かい

一
いっ

行
こう

（中
ちゅう

央
おう

が長
なが

屋
や

会
かい

長
ちょう

）と青
あお

山
やま

市
し

長
ちょう

（右
みぎ

から２人
にん

目
め

）、
左
ひだり

が山
やま

村
むら

連
れん

合
ごう

会
かい

会
かい

長
ちょう

清せ
い

丸ま
る

米よ
ね

子こ

さ
ん

初し
ょ

の
交こ

う

流り
ゅ
う

団だ
ん

２
３
人に

ん

の
一ひ

と

人り

と
し
て
中な

か

津つ

川が
わ

を
訪ほ

う

問も
ん

し
た
。

う
ち
存ぞ

ん

命め
い

な
の
は
７
人に

ん

だ
け
。

今い
ま

思お
も

い
出だ

し
て
も
素す

晴ば

ら
し

い
歓か

ん

迎げ
い

で
、
心こ

こ
ろ
か
ら
感か

ん

謝し
ゃ

し

て
い
る
。
三さ

ん

世せ
い

、
四よ

ん

世せ
い

の
世せ

代だ
い

に
な
っ
て
も
こ
の
関か

ん

係け
い

を
続つ

づ

け
て
ほ
し
い
」
と
ほ
ほ
笑え

ん

だ
。

　

聖せ
い

市し

か
ら
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
岐ぎ

阜ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
長な

が

屋や

充み
つ

良よ
し

会か
い

長
ち
ょ
う

も
「
３
８
年ね

ん

の
長な

が

き
に
わ
た
っ

て
良

り
ょ
う

好こ
う

な
交こ

う

流り
ゅ
うを
継け

い

続ぞ
く

し
て

き
た
の
は
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
努ど

力
り
ょ
く

の
た
ま
も
の
。
提て

い

携け
い

の
発ほ

っ

端た
ん

を
作つ

く

っ
た
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
し
て
も

心こ
こ
ろか
ら
そ
の
御ご

尽じ
ん

力り
ょ
くに
感か

ん

謝し
ゃ

、

祝し
ゅ
く

福ふ
く

し
た
い
。
さ
ら
な
る
ご

発は
っ

展て
ん

を
」と
エ
ー
ル
を
送お

く
っ
た
。

　

ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の

若わ
か

手て

太た
い

鼓こ

奏そ
う

者し
ゃ

に
よ
っ

て
繰く

り
広ひ

ろ

げ
ら
れ
る

太た
い

鼓こ

シ
ョ
ー

『
第だ

い

６
回か

い

一い
ち

期ご

一い
ち

会え

・

和わ

太だ
い

鼓こ

コ

ン
サ
ー

ト
』
が
、

来ら
い

月げ
つ

３
日か

（
土ど

）
午ご

後ご

９
時じ

か

続つ
づ

け
た
い
」
と
返か

え

し
た
。

　

大お
お

堀ほ
り

議ぎ

長ち
ょ
うら
２
人に

ん

に
レ
ジ

ス
ト
ロ
市し

議ぎ

会か
い

か
ら
名め

い

誉よ

市し

民み
ん

章し
ょ
うが
贈お

く

ら
れ
、
青あ

お

山や
ま

市し

長
ち
ょ
う

か
ら
山や

ま

村む
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
と
柳

や
ぎ
ゅ

生う

て
る
ゑ
さ
ん
に
特と

く

別べ
つ

名め
い

誉よ

市し

民み
ん

証し
ょ
うが
伝で

ん

達た
つ

さ
れ
た
。
中な

か

津つ

川が
わ

市し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

す
る
ビ
デ
オ
が

上じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
た
後あ

と

、
青あ

お

山や
ま

市し

長ち
ょ
うか
ら
郷

き
ょ
う

土ど

が
誇ほ

こ

る
画が

家か

・

笠か
さ

木ぎ

茂し
げ
るさ
ん
の
絵か

い

画が

が
フ
ァ

ン
チ
ン
市し

長ち
ょ
うに
贈お

く

ら
れ
る
な

ど
記き

念ね
ん

品ひ
ん

を
交こ

う

換か
ん

し
た
。

　

主し
ゅ

催さ
い

の
高た

か

橋は
し

会か
い

長ち
ょ
う
は

「
３
８
年ね

ん

間か
ん

に
２
５
万ま

ん

ド
ル

分ぶ
ん

の
援え

ん

助じ
ょ

を
主お

も

に
医い

療り
ょ
う

分ぶ
ん

野や

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
レ
ジ
ス
ト
ロ
の
ジ
ル

ソ
ン・フ
ァ
ン
チ
ン
市し

長ち
ょ
うは「
３

年ね
ん

前ま
え

に
私わ

た
し
が
中な

か

津つ

川が
わ

で
歓か

ん

迎げ
い

し
て
頂い

た
だ
い
た
感か

ん

激げ
き

を
、
今こ

ん

回か
い

日に

本ほ
ん

か
ら
来こ

ら
れ
た
皆み

な

さ
ん

に
も
感か

ん

じ
て
ほ
し
い
。
こ
の
機き

会か
い

に
さ
ら
に
友ゆ

う

好こ
う

が
深ふ

か

ま
り

ま
す
よ
う
に
」
と
挨あ

い

拶さ
つ

し
た
。

　

マ
ル
セ
ロ
・
コ
メ
ロ
ン
市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うも
「
何な

ん

度ど

も
ご
訪ほ

う

問も
ん

下く
だ

さ
い
」
と
歓か

ん

迎げ
い

の
言こ

と

葉ば

を
の
べ
た
の
に
対た

い

し
、
大お

お

堀ほ
り

寿と
し

延の
ぶ

中な
か

津つ

川が
わ

市し

議ぎ

会か
い

議ぎ

長ち
ょ
うも

「
大た

い

変へ
ん

な
歓か

ん

迎げ
い

で
感か

ん

動ど
う

し
て

い
る
。
３
８
年ね

ん

か
け
て
育そ

だ

て

て
き
た
友ゆ

う

好こ
う

関か
ん

係け
い

を
末す

え

永な
が

く

し
ま
っ
た
。（
続つ

づ

く
、
大お

お

澤さ
わ

航こ
う

平へ
い

記き

者し
ゃ

）

の
印い

ん

象し
ょ
うを
語か

た

っ
た
。

　

故ふ
る

郷さ
と

巡め
ぐ

り
に
参さ

ん

加か

し
は
じ
め
た
理り

由ゆ
う

を

聞き

く
と
「
脳の

う

内な
い

動ど
う

脈み
ゃ
く

瘤り
ゅ
う

破は

裂れ
つ

で
主し

ゅ

人じ
ん

が
下か

半は
ん

身し
ん

麻ま

痺ひ

に
な

り
、医い

者し
ゃ

か
ら
は『
も

う
歩あ

る

け
な
い
か
も
し

れ
な
い
』
と
言い

わ
れ



童ど
う

市し

名め
い

産さ
ん

の
将

し
ょ
う

棋ぎ

駒こ
ま

の
置お

き

物も
の

「
左

ひ
だ
り

馬う
ま

」、
山や

ま

形が
た

市し

名め
い

物ぶ
つ「
平ひ

ら

清し

水み
ず

焼や
き

の
壷つ

ぼ

」、
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

か
ら

続つ
づ

く
県け

ん

の
伝で

ん

統と
う

工こ
う

芸げ
い「
山や

ま

形が
た

鋳い

物も
の

の
大だ

い

黒こ
く

様さ
ま

」、
伝で

ん

統と
う

舞ぶ

踊よ
う

花は
な

笠が
さ

踊お
ど

り
に
使し

用よ
う

す
る「
花は

な

笠が
さ

」と

「
浴ゆ

か
た衣
」
等と

う

が
贈お

く

ら
れ
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

か
ら
は
同ど

う

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
現げ

ん

代だ
い

彫ち
ょ
う

刻こ
く

作さ
っ

家か

、
豊と

よ

田た

豊ゆ
た
かさ
ん（
８
０
）

に
よ
る
版は

ん

画が

４
点て

ん

が
贈お

く

ら
れ
た
。

海か
い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
う

学が
く

（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
）
構こ

う

内な
い

に
て
行お

こ
なった
。

　

同ど
う

事じ

業ぎ
ょ
うは
山や

ま

形が
た

新し
ん

聞ぶ
ん

の
８
大だ

い

事じ

業ぎ
ょ
うの
１
つ
で
、
１
９
９
６
年ね

ん

に
始は

じ

ま
っ
た
。こ
れ
ま
で
に
県け

ん

内な
い

全ぜ
ん

３
５
市し

町ち
ょ
う

村そ
ん

に
約や

く

５
千せ

ん

本ぼ
ん

の

桜さ
く
らを
植う

え
て
き
た
。
２
０
１
２

年ね
ん

に
は
山や

ま

形が
た

と
台た

い

湾わ
ん

の
友ゆ

う

好こ
う

の

証あ
か
しと
し
て
台た

い

北ぺ
い

に
１
２
本ほ

ん

の
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

を
行お

こ
ない
、
そ
の
後ご

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

江こ
う

蘇そ

省し
ょ
うで
６
本ぽ

ん

、
台た

い

湾わ
ん

宜ぎ

蘭ら
ん

で
７

本ほ
ん

の
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

を
行お

こ
なっ
た
。

　

植
し
ょ
く

樹じ
ゅ

式し
き

に
は
若わ

か

松ま
つ

正ま
さ

俊と
し

副ふ
く

知ち

事じ

、
寒さ

河が

江え

浩ひ
ろ

二じ

山や
ま

形が
た

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
うら
慶け

い

祝し
ゅ
く

訪ほ
う

問も
ん

団だ
ん

一い
っ

行こ
う

と

回か
い

廊ろ
う

を
作つ

く

り
出だ

す
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

活か
つ

動ど
う

事じ

業ぎ
ょ
う「
最も

上が
み

川が
わ

さ

く
ら
回か

い

廊ろ
う

」
を
行お

こ
なっ
て
い

る
。
海か

い

外が
い

に
お
い
て
は
同ど

う

事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

環か
ん

と
し
て
、
桜

さ
く
ら

を
山や

ま

形が
た

と
の
友ゆ

う

好こ
う

の
証あ

か
しに

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

し
て
い
る
。
２
０
日か

、
ブ

ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
慶け

い

祝し
ゅ
くの

た
め
伯は

っ

国こ
く

を
訪お

と
ず

れ
た
寒さ

河が

江え

社し
ゃ

長ち
ょ
うら
は
海か

い

外が
い

４
例れ

い

目め

と
な

る
桜さ

く
らの
植

し
ょ
く

樹じ
ゅ

を
サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い

謡よ
う

使し

節せ
つ

団だ
ん

に
よ
る
民み

ん

謡よ
う

披ひ

露ろ
う

、

花は
な

笠が
さ

音お
ん

頭ど

の
実じ

つ

演え
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
、

県け
ん

人じ
ん

ら
は
親し

ん

睦ぼ
く

を
深ふ

か

め
た
。

参さ
ん

加か

し
た
妻つ

ま

沼ぬ
ま

武た
け

男お

ロ
ン

ド
リ
ー
ナ
支し

部ぶ

長ち
ょ
う（
二に

世せ
い

、

６
６
）
は
「
と
て
も
良よ

い
式し

き

典て
ん

だ
っ
た
。
今こ

ん

後ご

も
母ぼ

県け
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
活か

っ

発ぱ
つ

に
し
て
い
き
た
い
」

と
感か

ん

想そ
う

を
語か

た

っ
た
。
妻つ

ま

沼ぬ
ま

さ
ん

は
１
９
７
４
年ね

ん

に
山や

ま

形が
た

大だ
い

学が
く

に
留

り
ゅ
う

学が
く

し
た
経け

い

験け
ん

が
あ
り
「
と

や
文ぶ

ん

化か

、
言げ

ん

語ご

と
い
っ
た
壁か

べ

を

乗の

り
越こ

え
て
こ
ら
れ
た
先せ

ん

人じ
ん

た

ち
、
そ
の
意い

思し

を
受う

け
継つ

ぎ
、

伯は
っ

国こ
く

社し
ゃ

会か
い

に
お
い
て
確か

っ

固こ

た
る

地ち

位い

を
築き

ず

か
れ
た
皆み

な

様さ
ま

に
対た

い

し
、
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う

し
ま
す
。

ま
た
、
最さ

い

初し
ょ

の
移い

民み
ん

に
先さ

き

立だ

つ
こ
と
２
年ね

ん

前ま
え

に
伯は

っ

国こ
く

に
渡わ

た

り
、

「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
見み

本ほ
ん

」
と

讃た
た

え
ら
れ
た
鈴す

ず

木き

貞て
い

次じ

郎ろ
う

氏し

が
本ほ

ん

県け
ん

大お
お

石い
し

田だ

町ま
ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

で
あ

る
こ
と
は
、
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

と
し
て

大お
お

い
に
誇ほ

こ

り
に
思お

も

う
次し

第だ
い

で
あ

り
ま
す
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
、
１
９
５
３
年ね

ん

の
創そ

う

立り
つ

以い

来ら
い

、
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
事じ

業ぎ
ょ
うを
展て

ん

開か
い

さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
文ぶ

ん

化か

活か
つ

動ど
う

や
各か

く

種し
ゅ

の
イ

ベ
ン
ト
を
通と

お

し
、
山や

ま

形が
た

県け
ん

の
認に

ん

知ち

度ど

向こ
う

上じ
ょ
う、
本ほ

ん

県け
ん

と
伯は

っ

国こ
く

と
の
友ゆ

う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

の
進し

ん

展て
ん

に
多た

大だ
い

な

る
貢こ

う

献け
ん

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
取と

り

組く

み
に
対た

い

し

感か
ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
御ご

努ど

力り
ょ
くに
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
うし
ま
す
。

　

本ほ
ん

県け
ん

で
は
１
９
７
６
年ね

ん

よ

り
海か

い

外が
い

の
県け

ん

人じ
ん

会か
い

な
ど
か
ら

将し
ょ
う

来ら
い

を
担に

な

う
若わ

か

者も
の

を
受う

け
入い

れ
、
専せ

ん

門も
ん

分ぶ
ん

野や

の
研け

ん

修し
ゅ
うを
行

お
こ
な

い
、
出

し
ゅ
っ

身し
ん

国こ
く

の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

す
る
人じ

ん

材ざ
い

を
養よ

う

成せ
い

す
る
と
と

海か
い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

は
交こ

う

流り
ゅ
う

の
要か

な
め

カ
国こ

く

中ち
ゅ
う、
伯は

っ

国こ
く

か
ら
の
参さ

ん

加か

が

最さ
い

多た

の
１
１
８
人に

ん

で
あ
る
こ
と

に
触ふ

れ
「
本ほ

ん

県け
ん

と
の
友ゆ

う

好こ
う

の
懸か

け
橋は

し

と
な
る
こ
と
を
御ご

期き

待た
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
」
と
話は

な

し
た
。

　

そ
の
後ご

、
小お

野の

幸こ
う

作さ
く

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
寒さ

河が

江え

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
折お

り

原は
ら

敬け
い

一い
ち

山や
ま

形が
た

県け
ん

農の
う

業ぎ
ょ
う

協き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

中ち
ゅ
う

央お
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
楠

く
す
の
き

彰あ
き
ら

在ざ
い

聖せ
い

首し
ゅ

席せ
き

領り
ょ
う

事じ

、
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うら
が
登と

う

壇だ
ん

山や
ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、
ブ
ラ
ジ
ル・ニ
ッ

ポ
ン
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

（
杓

し
ゃ
く

田だ

美み

代よ

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）
ら
が
参さ

ん

加か

。
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

は
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

の
た
め
桜さ

く
らの

植し
ょ
く

樹じ
ゅ

活か
つ

動ど
う

を
行お

こ
なっ
て
お
り
、
今こ

ん

回か
い

の
事じ

業ぎ
ょ
う

実じ
つ

現げ
ん

に
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
た
。

植
し
ょ
く

樹じ
ゅ

は
Ｕ
Ｓ
Ｐ
構こ

う

内な
い

で
も
日ひ

当あ

た
り
の
良よ

い
体た

い

育い
く

部ぶ

漕そ
う

艇て
い

場じ
ょ
う

に
て
行お

こ
なわ
れ
、
山や

ま

形が
た

新し
ん

聞ぶ
ん

か
ら

６
本ぽ

ん

、
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
１
４

本ほ
ん

の
計け

い

２
０
本ぽ

ん

が
植う

え
ら
れ
た
。

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
寒さ

河が

江え

社し
ゃ

長ち
ょ
う

は
「
日に

っ

系け
い

人じ
ん

が
多お

お

く
暮く

ら

す
聖せ

い

市し

。
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

の
未み

来ら
い

の
懸か

け

橋は
し

と
な
る
若わ

か

い
世せ

代だ
い

が
集つ

ど

う
大だ

い

学が
く

で
、
桜さ

く
らの
苗な

え

木ぎ

が
す
く
す
く

と
育そ

だ

ち
、
こ
の
先さ

き

も
友ゆ

う

好こ
う

の
花は

な

を
咲さ

か
せ
続つ

づ

け
て
く
れ
る
こ
と

を
期き

待た
い

し
て
お
り
ま
す
」
と
述の

べ
、
一い

っ

般ぱ
ん

慶け
い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
一い

ち

員い
ん

と
し
て
参さ

ん

加か

し
た
阿あ

部べ

良り
ょ
う一い
ち（
７
０
、
尾お

花ば
な

沢ざ
わ

）、

敬け
い

子こ

（
７
３
、
尾お

花ば
な

沢ざ
わ

）
夫ふ

妻さ
い

は
「
伯は

っ

国こ
く

と

山や
ま

形が
た

の
友ゆ

う

好こ
う

の
証あ

か
しと
し

て
健す

こ

や
か
に
育そ

だ

って
欲ほ

し

い
。
五ご

年ね
ん

後ご

に
子こ

や
孫ま

ご

を
連つ

れ
て
花は

な

見み

に
来き

ま

す
」
と
顔か

お

を
綻ほ

こ
ろば
せ
た
。

し
て
奥お

く

山や
ま

・
リ
リ
ア
ネ
・
さ
え

み
さ
ん（
２
６
、
三さ

ん

世せ
い

）
が
登と

う

壇だ
ん

し
、
２
０
１
７
年ね

ん

に
県け

ん

立り
つ

中ち
ゅ
う

央お
う

病び
ょ
う

院い
ん

で
行お

こ
なっ
た
研け

ん

修し
ゅ
うの
思お

も

い

出で

を
披ひ

露ろ
う

し
、
謝し

ゃ

辞じ

を
述の

べ
た
。

県け
ん

民み
ん

歌か

を
斉せ

い

唱し
ょ
うし
、
鈴す

ず

木き

源げ
ん

治じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが
閉へ

い

会か
い

の
辞じ

を

述の

べ
て
閉へ

い

会か
い

。
続つ

づ

い
て
記き

念ね
ん

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

で
は
渡わ

た

辺な
べ

史し

郎ろ
う

顧こ

問も
ん

が

乾か
ん

杯ぱ
い

挨あ
い

拶さ
つ

を
行お

こ
ない
、
鏡

か
が
み

割わ

り
や

ケ
ー
キ
カ
ッ
ト
、
大お

お

石い
し

田だ

町ま
ち

民み
ん

も
に
、
県け

ん

民み
ん

と
の
交こ

う

流り
ゅ
うを
通つ

う

じ
た
友ゆ

う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

を
図は

か

る
海か

い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

事じ

業ぎ
ょ
うを
実じ

っ

施し

し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

３
３
か
国こ

く

か
ら
２
９
１
名め

い

の

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

を
受う

け
入い

れ
て
き
ま

し
た
が
、
伯は

っ

国こ
く

か
ら
は
、
そ

の
中な

か

で
最さ

い

多た

の
１
１
８
名め

い

を

受う

け
入い

れ
て
お
り
ま
す
。
伯は

っ

国こ
く

内な
い

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職

し
ょ
く

種し
ゅ

で
ま
す
ま
す
活か

つ

躍や
く

さ

れ
、
本ほ

ん

県け
ん

と
伯は

っ

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

の

し
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
、
山や

ま

形が
た

県け
ん

花は
な

笠が
さ

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

や
天て

ん

童ど
う

市し

、
パ
ラ
グ
ア

イ
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

な
ど
か
ら
の
祝

し
ゅ
く

電で
ん

が
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
。

　

県け
ん

に
よ
る
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うも
行

お
こ
な

わ
れ
、
篠し

の

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うら
８
人に

ん

に
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

状じ
ょ
うと
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈お

く

ら
れ
、
代だ

い

表ひ
ょ
う

謝し
ゃ

辞じ

に
立た

っ
た
田た

中な
か

武た
け

美み

理り

事じ

（
８
０
、
戸と

沢ざ
わ

村む
ら

）は「
今こ

ん

後ご

も
発は

っ

展て
ん

に
尽じ

ん

力り
ょ
くし
ま
す
の
で
、
ご

協き
ょ
う

力り
ょ
くお
願ね

が

い
し
ま
す
」と
述の

べた
。

　

記き

念ね
ん

品ひ
ん

交こ
う

換か
ん

で
は
県け

ん

か
ら
天て

ん

特と
く

　
集し

ゅ
う

山
やま

形
がた

県
けん

人
じん

会
かい

ブラジル

て
も
良よ

い
経け

い

験け
ん

を
さ
せ
て
く
れ

た
県け

ん

へ
の
恩お

ん

返が
え

し
の
た
め
」
に

県け
ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
て
い

る
。
一い

っ

世せ
い

世せ

代だ
い

が
高こ

う

齢れ
い

化か

し
、

後こ
う

継け
い

者し
ゃ

育い
く

成せ
い

が
課か

題だ
い

と
な
っ
て

い
る
昨さ

っ

今こ
ん

、
次じ

世せ

代だ
い

に
ま
で

県け
ん

人じ
ん

会か
い

を
残の

こ

す
為た

め

に
は
、「
県け

ん

の
海か

い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

事じ

業ぎ
ょ
うは

重じ
ゅ
う

要よ
う

な
要よ

う

素そ

と
な
る
」
と
語か

た

り
今こ

ん

後ご

も
続つ

づ

い
て
い
く
こ
と
を

願ね
が

っ
た
。

創
そう

立
りつ

65周
しゅう

年
ねん

盛
せい

大
だい

に祝
いわ

う

聖せ
い

市し

で
「
最も

上が
み

川が
わ

さ
く
ら
回か

い

廊ろ
う

」

山や
ま

形が
た

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

が
Ｕ
Ｓ
Ｐ
に
植し

ょ
く

樹じ
ゅ

吉よ
し

村む
ら

知ち

事じ

「
県け

ん

人じ
ん

移い

民み
ん

は
誇ほ

こ

り
」

懸か

け
橋は

し

と
な
る
こ
と
を
御ご

期き

待た
い

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
皆み

な

様さ
ま

に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今こ

ん

後ご

と
も
会か

い

員い
ん

相そ
う

互ご

の
連れ

ん

帯た
い

を
さ
ら
に
深ふ

か

め

ら
れ
、
次じ

世せ

代だ
い

を
担に

な

う
若わ

か

い

方か
た

々が
た

も
含ふ

く

め
て
、
伯は

っ

国こ
く

の
発は

っ

展て
ん

に
一い

っ

層そ
う

貢こ
う

献け
ん

さ
れ
ま
す
と

と
も
に
、
本ほ

ん

県け
ん

と
伯は

っ

国こ
く

の
友ゆ

う

好こ
う

の
た
め
、
引ひ

き
続つ

づ

き
御ご

尽じ
ん

力り
ょ
くを
賜た

ま
わ

り
ま
す
よ
う
お
願ね

が

い

申も
う

し
あ
げ
ま
す
。

本ほ
ん

日じ
つ

こ
こ
に
、
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

が
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
ま
す
こ
と
を
、

山や
ま

形が
た

県け
ん

民み
ん

を
代だ

い

表ひ
ょ
うい
た
し
ま
し

て
、
心こ

こ
ろか
ら
お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ

ま
す
。

　

本ほ
ん

年ね
ん

は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
記き

念ね
ん

の
年と

し

で
あ

り
ま
す
。
異こ

と

な
る
生せ

い

活か
つ

習し
ゅ
う

慣か
ん

　

ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
ら
れ
、

す
る
県け

ん

人じ
ん

の
活か

つ

躍や
く

振ぶ

り
を
紹

し
ょ
う

介か
い

。

「
先せ

ん

輩ぱ
い

方が
た

の
御ご

努ど

力り
ょ
くの
お
陰か

げ

で

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
述の

べ
、
今こ

ん

後ご

の
更さ

ら

な
る
発は

っ

展て
ん

を
誓ち

か

っ
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
若わ

か

松ま
つ

副ふ
く

知ち

事じ

は
、
公こ

う

務む

重じ
ゅ
う

複ふ
く

の
為た

め

参さ
ん

加か

で
き
な
か
っ
た
吉よ

し

村む
ら

美み

栄え

子こ

県け
ん

知ち

事じ

の
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
代だ

い

読ど
く

。
吉よ

し

村む
ら

知ち

事じ

は
県け

ん

人じ
ん

移い

民み
ん

の
活か

つ

躍や
く

に
対た

い

し
「
大お

お

い
に
誇ほ

こ

り
に
思お

も

う
」
と

述の

べ
、
長な

が

年ね
ん

に
渡わ

た

っ
て
県け

ん

人じ
ん

会か
い

活か
つ

動ど
う

を
支さ

さ

え
て
き
た
会か

い

員い
ん

ら
に

「
深ふ

か

く
敬け

い

意い

を
表あ

ら
わ

し
ま
す
」
と

語か
た

っ
た
。
ま
た
、
県け

ん

の
海か

い

外が
い

技ぎ

術じ
ゅ
つ

研け
ん

修し
ゅ
う

員い
ん

事じ

業ぎ
ょ
うで
対た

い

象し
ょ
う３
３

後の
ち

、
篠し

の

原は
ら

会か
い

長ち
ょ
うが
挨あ

い

拶さ
つ

に
立た

ち
、
鈴す

ず

木き

貞て
い

次じ

郎ろ
う

氏し

を
筆ひ

っ

頭と
う

と

挨
あい

拶
さつ

を行
おこな

う寒
さ

河
が

江
え

社
しゃ

長
ちょう

慶
けい

祝
しゅく

団
だん

と県
けん

人
じん

会
かい

役
やく

員
いん

らで行
おこな

った記
き

念
ねん

撮
さつ

影
えい

植
しょく

樹
じゅ

の様
よう

子
す

心こ
こ
ろ

か
ら
お
祝い

わ

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す

山や
ま

形が
た

県け
ん

知ち

事じ

　
吉よ

し

村む
ら 

美み

栄え

子こ

　

１
９
０
７
年ね

ん

、
笠か

さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

に
先さ

き

駆が

け
て
当と

う

地ち

へ
渡わ

た
っ
た
鈴す

ず

木き

貞て
い

次じ

郎ろ
う

氏し

を
筆ひ

っ

頭と
う

に
、
５
８
２
６
人に

ん

も
の
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

が
移い

民み
ん

政せ
い

策さ
く

に
よ
っ
て
当と

う

地ち

へ
渡わ

た
っ
た
。
５
３
年ね

ん

、
会か

い

員い
ん

同ど
う

士し

の
親し

ん

睦ぼ
く

と
相そ

う

互ご

扶ふ

助じ
ょ

を
目も

く

的て
き

に
ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、
当と

う

初し
ょ

９
１
人に

ん

だ
っ
た
会か

い

員い
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

で
は
４
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うに
増ぞ

う

加か

し
た
。
２
１
日に

ち

に
は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
聖せ

い

市し

で

盛せ
い

大だ
い

に
行お

こ
なう
に
至い

た

り
、
母ぼ

県け
ん

か
ら
慶け

い

祝し
ゅ
くに
訪お

と
ずれ
た
若わ

か

松ま
つ

正ま
さ

俊と
し

副ふ
く

知ち

事じ

、
小お

野の

幸こ
う

作さ
く

県け
ん

議ぎ

会か
い

副ふ
く

議ぎ

長ち
ょ
う、
寒さ

河が

江え

浩ひ
ろ

二じ

山や
ま

形が
た

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

長ち
ょ
うら
３
１
人に

ん

の
訪ほ

う

問も
ん

団だ
ん

と
総そ

う

勢ぜ
い

３
０
０
人に

ん

の
県け

ん

系け
い

人じ
ん

ら
は
、
先せ

ん

人じ
ん

の
苦く

労ろ
う

を
偲し

の

び
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
ま
す
ま
す
の
発は

っ

展て
ん

を
祈き

念ね
ん

し
た
。

　

山や
ま

形が
た

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

（
寒さ

河が

江え

浩ひ
ろ

二じ

社し
ゃ

長ち
ょ
う）
は
、
次じ

世せ

代だ
い

の
県け

ん

民み
ん

に
よ
り
強つ

よ

い
愛あ

い

郷き
ょ
う

心し
ん

を
持も

っ
て

も
ら
う
た
め
、
山や

ま

形が
た

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす

る
雄ゆ

う

大だ
い

な
最も

上が
み

川が
わ

に
美う

つ
くし
い
桜

さ
く
ら

皆み
な

様さ
ま

の
ご
協き

ょ
う

力り
ょ
く

の
お
陰か

げ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
、
こ

の
度た

び

の
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
は
母ぼ

県け
ん

山や
ま

形が
た

よ
り
若わ

か

松ま
つ

正ま
さ

俊と
し

副ふ
く

知ち

事じ

を
始は

じ

め
と
す
る
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

の
皆み

な

様さ
ま

に
ご

臨り
ん

席せ
き

頂い
た
だく
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
当と

う

地ち

か
ら
は
在ざ

い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

、
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ス
病

び
ょ
う

院い
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

の
皆み

な

様さ
ま

、
会か

い

員い
ん

ご
家か

族ぞ
く

の

多た

数す
う

の
ご
参さ

ん

加か

を
得え

て
、
か
く

も
盛せ

い

大だ
い

に
式し

き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

で
き
ま

し
た
こ
と
心こ

こ
ろか
ら
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
。

　

伯は
っ

国こ
く

に
お
け
る
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

の

移い

住じ
ゅ
うの
歴れ

き

史し

は
１
９
０
８
年ね

ん

６

月が
つ

１
８
日に

ち

の
笠か

さ

戸ど

丸ま
る

移い

民み
ん

の
前ま

え

に
始は

じ

ま
り
ま
し
た
。
移い

民み
ん

の
草く

さ

分わ

け
と
も
い
え
る
大お

お

石い
し

田だ

町ま
ち

出し
ゅ
っ

身し
ん

の
鈴す

ず

木き

貞て
い

次じ

郎ろ
う

氏し

が
伯は

っ

国こ
く

に

着つ

い
た
の
が
１
９
０
７
年ね

ん

の
こ

と
。
ペ
ル
ー
を
経け

い

由ゆ

し
、
３
月が

つ

に
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
着つ

き
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

と
し
て
は
初は

じ

め
て

と
も
い
え
る
コ
ー
ヒ
ー
園え

ん

で
の
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

生せ
い

活か
つ

を
体た

い

験け
ん

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
笠か

さ

戸ど

丸ま
る

に
は
た
だ
一ひ

と

人り

の

県け
ん

人じ
ん

、
高た

か

桑く
わ

治じ

平へ
い

氏し

が
自じ

由ゆ
う

移い

民み
ん

と
し
て
乗の

って
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

は
日に

本ほ
ん

か

ら
の
移い

住じ
ゅ
うに
深ふ

か

く
か
か
わ
って
お

り
ま
す
。

　

１
８
５
３
年ね

ん

に
山や

ま

形が
た

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

で
同ど

う

郷き
ょ
う

会か
い

と
し
て
創そ

う

立り
つ

し
ま

　

記き

念ね
ん

す
べ
き
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
こ
の
年と

し

に
、

ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
創そ

う

立り
つ

ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま
が
た形
県け

ん

人じ
ん

会か
い

会か
い
ち
ょ
う

長
　
篠し

の

原は
ら 

俊と
し

巳み

慶
祝
訪
問
団

山
形
県
代
表
団

副
知
事

若
松
正
俊

県
議
会
副
議
長

小
野
幸
作

総
務
部
秘
書
課

課
長
補
佐

古
瀬
隆
志

議
会
事
務
局

総
務
課
調
整
主
査

木
村
信
洋

国
際
交
流
推
進
課

国
際
交
流
室
長

後
藤
崇
文

国
際
交
流
室

国
際
企
画
主
査

鈴
木
正
和

山
形
県
農
協
中
央
会

副
会
長

折
原
敬
一

農
協
中
央
会

柿
崎
　
隆

一
般
慶
祝
団

山
形
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

寒
河
江
浩
二

長
井
市
議
会
議
長

渋
谷
佐
輔

三
浦
板
金
製
作
所

代
表
取
締
役
会
長

三
浦
孝
太
郎

山
形
空
港
ビ
ル

専
務
取
締
役

久
利
生
道
郎

元
山
形
県
職
員

志
藤
彰

農
業

田
中
順
一

山
形
不
動
産

サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役

高
野
孝
衛

あ
べ
農
園

代
表
取
締
役

阿
部
良
一

あ
べ
農
園

阿
部
敬
子

あ
べ
農
園
　

石
川
千
枝
子

医
療
法
人
理
事
　

清
治
ひ
さ
子

ツ
ル
ケ
ン

代
表
取
締
役
　

伊
藤
勇
太
郎

本
間
利
雄
設
計
事
務
所

執
行
役
主
幹
　

佐
々
木
英
彦

山
形
銀
行
取
締
役

営
業
企
画
部
長
　

土
門
義
浩

税
理
士
法
人
あ
さ
ひ

会
計
代
表
取
締
役

柴
田
健
一

山
形
放
送
取
締
役

経
営
管
理
局
長
　

北
野
良
一

山
形
新
聞
社

編
集
局
報
道
部
主
任
　

鈴
木
悟

山
形
放
送
報
道

制
作
局
報
道
部
　

渡
部
映
治

山
新
観
光
株
式
会
社
　

佐
藤
真
美

大
石
田
町
民
謡
使
節
団

大
石
田
町
教
育
長

布
川
元

教
育
長
夫
人
　

布
川
恵
子

大
石
田
町
町
議
　

芳
賀
清

芳
賀
清
氏
孫
　

五
島
日
和

ブ
ラ
ジ
ル
山
形
県
人
会
理
事
会

顧
問

豊
田
豊

栗
木
那
智
男

渡
部
史
朗

斉
藤
広

斉
藤
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
長

篠
原
俊
巳

第
一
副
会
長

佐
藤
マ
リ
オ

第
二
副
会
長

斉
藤
保

第
三
副
会
長

鈴
木
源
治

第
一
会
計

内
谷
敏

第
二
会
計

塩
野
彰

第
一
書
記

大
江
俊
明

第
二
書
記

岡
谷
公
子

会
員
親
睦
部
理
事

鈴
木
啓
三

副
　
〃

海
藤
司

文
化
及
び

芸
術
部
理
事
　

田
中
武
美

副
　
〃

海
藤
司

福
祉
部
理
事

斉
藤
保

副
　
〃

佐
藤
マ
リ
オ

渉
外
理
事

斎
藤
佳
子

　
〃

田
中
武
美

ス
ポ
ー
ツ
理
事

奥
山
啓
次

　
〃

鈴
木
啓
三

女
子
理
事

寒
河
江
ま
り
え

副
　
〃

塩
野
茂
子

青
年
理
事

佐
藤
司
マ
リ
オ

副
　
〃

奥
山
さ
え
み
リ
リ
ア
ネ

監
査
（
正
）　        

酒
井
ま
ち
子

曽
我
部
威

                   

伊
達
幹

監
査
（
補
）

井
上
八
郎

依
田
茂
子

               

押
切
和
代

事
務
局

古
谷
美
枝
子

祝　ブラジル山
やま

形
がた

県
けん

人
じん

会
かい

創
そう

立
りつ

65 周
しゅう

年
ねん

し
た
の
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
始は

じ

ま
り
で
す
。
当と

う

時じ

の

会か
い

員い
ん

数す
う

は
９
１
人に

ん

で
し
た
が
、

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
今こ

ん

日に
ち

、
会か

い

員い
ん

数す
う

は
４
０
０
人に

ん

ほ
ど
に
も
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆み

な

様さ
ま

の
ご

協き
ょ
う

力り
ょ
くの
お
陰か

げ

で
あ
り
ま
す
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
山や

ま

形が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
今こ

ん

後ご

も
、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

の
発は

っ

展て
ん

並な
ら

び
に
、

母ぼ

県け
ん

文ぶ
ん

化か

の
発は

っ

信し
ん

、
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

の

友ゆ
う

好こ
う

親し
ん

善ぜ
ん

に
励は

げ

ん
で
参ま

い

り
ま
す

の
で
、
お
力

ち
か
ら

添ぞ

え
よ
ろ
し
く
お

願ね
が

い
申も

う

し
上あ

げ
ま
す
。

若
わか

松
まつ

正
まさ

俊
とし

副
ふく

知
ち

事
じ

小
お

野
の

幸
こう

作
さく

県
けん

議
ぎ

会
かい

副
ふく

議
ぎ

長
ちょう

イビラプエラ公
こう

園
えん

の先
せん

没
ぼつ

者
しゃ

慰
い

霊
れい

碑
ひ

を参
さん

拝
ぱい

した

式し
き

典て
ん

で
は
両

り
ょ
う

国こ
っ

歌か

斉せ
い

唱し
ょ
う、

先せ
ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

へ
の
黙も

く

祷と
う

を
行お

こ
なっ
た

 ANO XXI  –  Nº 5112 SÃO PAULO, SÁBADO, 27 DE OUTUBRO DE 2018 R$ 4,00
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